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第
一
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位
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・
面
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第
二
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形

質第一章地

　
本
町
は
、
南
巨
摩
郡
の
中
ほ
ど
に
位
置
し
、
富
士
川
を
は
さ
ん
で
、
東
は
、

下
部
町
お
よ
び
六
郷
町
に
接
し
、
西
は
標
高
一
六
一
二
九
・
五
厨
の
富
士
見
山
の

山
嶺
を
境
と
し
て
、
早
川
町
お
よ
び
鰍
沢
町
の
一
部
に
、
北
は
鰍
沢
町
に
接

し
、
南
は
早
川
を
境
と
し
て
身
延
町
に
接
し
て
い
る
。

　
標
高
は
、
本
町
役
場
所
在
地
切
石
で
二
二
六
層
、
鰍
沢
町
に
接
す
る
蟹
谷
沢

二
三
七
㌶
、
飯
富
二
二
〇
厨
で
、
北
と
南
と
の
標
高
差
は
一
七
層
で
あ
る
。

　
位
置
は
、
東
経
一
三
八
度
二
二
分
四
七
秒
か
ら
二
二
八
度
二
八
分
四
秒
と
の

間
、
北
緯
三
五
度
二
四
分
三
五
秒
か
ら
三
五
度
二
九
分
四
八
秒
と
の
間
に
位
置

し
、
本
町
役
場
所
在
地
は
、
東
経
一
三
八
度
二
六
分
二
〇
秒
、
北
緯
三
五
度
二
六

分
四
八
秒
で
あ
る
。

　
面
積
は
四
二
・
九
一
平
方
キ
。
層
で
、
長
さ
は
東
西
は
七
・
八
キ
。
摺
、
南
北
は

最
も
長
い
所
で
七
・
五
キ
。
厨
で
あ
る
。

　
中
富
町
の
地
形
は
、
富
士
川
を
は
さ
ん
で
、
東
部
山
地
（
醍
醐
山
・
下
田
原

山
）
、
西
部
山
地
（
富
士
見
山
）
と
、
富
士
川
に
注
ぐ
、
西
か
ら
東
に
流
れ
る

手
打
沢
川
・
寺
沢
川
・
夜
子
沢
川
・
曙
川
の
流
域
に
発
達
し
た
河
岸
段
丘
と
、

こ
の
段
丘
の
両
側
に
分
水
嶺
を
な
す
、
通
称
西
島
山
・
手
打
沢
山
・
寺
沢
山
・

夜
子
沢
山
・
烏
森
山
に
つ
づ
く
曙
地
区
の
富
士
見
山
麓
に
つ
ら
な
る
山
林
・
畑

を
形
成
す
る
地
域
と
、
富
士
川
の
流
域
に
発
達
す
る
河
岸
段
丘
上
の
平
地
（
西

島
・
切
石
・
八
日
市
場
・
飯
富
・
下
田
原
・
宮
木
な
ど
）
の
四
つ
の
地
形
か
ら

成
り
立
っ
て
い
る
。一

　
富
　
±
　
見
　
山

　
富
士
見
山
は
標
高
一
六
三
九
・
五
層
で
、
山
嶺
は
通
称
、
堂
平
嶺
（
一
四
二

五
層
）
か
ら
北
に
、
一
つ
は
荻
嶺
（
二
の
平
・
一
の
平
）
・
山
王
嶺
を
経
て
大

柳
川
に
続
き
、
一
つ
は
御
殿
山
（
一
六
六
九
層
）
十
谷
峠
・
足
馴
峠
・
源
氏
山

（
一
八
二
六
層
）
・
櫛
形
山
（
二
〇
五
一
・
七
摺
）
に
続
き
、
一
方
、
南
に
は
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誌第一編地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
れ
つ
ぼ

矢
細
工
嶺
（
一
五
五
五
摺
）
か
ら
福
原
嶺
（
一
二
〇
〇
耕
）
を
経
て
、
榑
坪
嶺

（
六
三
三
・
八
桝
）
に
続
ぎ
早
川
に
没
し
て
い
る
。

　
富
士
見
山
麓
の
荻
・
堂
平
・
平
須
・
矢
細
工
・
福
原
を
結
ぶ
地
点
は
、
富
士

見
山
断
層
崖
が
露
出
し
、
そ
の
特
徴
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

地
点
は
同
質
の
ロ
ー
ム
層
（
赤
土
）
が
あ
り
、
原
始
人
の
土
器
・
石
器
が
荻
．

堂
平
・
平
須
、
矢
細
工
の
富
士
見
山
麓
一
帯
の
部
落
よ
り
出
土
し
て
い
る
。

二
　
河
岸
段
丘
上
に
発
達
す
る
中
間
地
域

　
南
北
に
走
る
富
士
見
山
に
ほ
ぼ
直
角
の
方
向
で
、
荻
か
ら
大
塩
山
・
足
の

平
・
西
島
へ
と
続
く
山
塊
と
、
荻
か
ら
久
成
山
・
寺
沢
山
・
切
石
へ
と
続
く
山

塊
、
平
須
か
ら
石
畑
山
・
夜
子
沢
山
・
切
石
へ
と
続
く
山
塊
、
そ
れ
か
ら
も
う

一
つ
は
、
矢
細
工
・
間
遠
峠
・
大
子
山
・
烏
森
山
へ
と
続
く
山
塊
と
が
な
だ
ら

か
な
丘
陵
地
を
な
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
山
塊
は
富
士
川
岸
で
絶
壁
と
な
っ
て
富

士
川
に
落
ち
こ
ん
で
い
る
。
こ
の
山
塊
は
北
か
ら
大
柳
川
・
手
打
沢
川
．
夜
子

沢
川
・
曙
川
・
江
尻
窪
川
で
分
割
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
山
塊
の
間
に
あ
る

平
地
は
、
す
べ
て
各
河
川
沿
い
に
形
成
さ
れ
た
河
岸
段
丘
で
あ
り
、
本
町
に
お

け
る
水
田
の
大
部
分
は
、
こ
の
河
岸
段
丘
上
に
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
寺
沢

川
と
石
畑
川
の
合
流
点
に
お
け
る
河
岸
段
丘
の
断
面
は
次
の
図
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

三
　
富
士
川
の
河
岸
段
丘

富
士
川
岸
に
は
、
西
島
・
手
打
沢
・
切
石
・
下
田
原
・
八
日
市
場
．
宮
木
．

足
平
l
l
』
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22σ．22

東西断面図

小
田
原
・
早
川
合
流
点
と
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
平
地
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
富
士

川
の
河
岸
段
丘
に
よ
る
平
地
で
、
往
時
の
富
士
川
の
流
れ
は
現
在
の
川
底
か
ら

み
る
と
二
五
－
三
〇
層
の
段
差
が
あ
り
、
昔
日
の
流
れ
の
跡
が
は
っ
き
り
と
残

さ
れ
て
い
る
の
は
、
甲
南
中
学
校
の
対
岸
に
あ
る
河
岸
段
丘
で
あ
る
。
ま
た
、

西
島
の
岩
崎
・
切
石
の
御
崎
（
御
崎
神
社
）
等
の
地
名
は
、
当
時
の
河
岸
と
関

係
あ
る
地
名
と
考
え
ら
れ
、
富
士
川
が
現
在
よ
り
高
い
地
点
を
流
れ
て
い
た
こ
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曇士
印L亀第一編地

寺
沢
川

石
畑
川

　　　　A

河岸段丘断面図

藩
貌
傑

　
　
ノ

石
畑
川
A

下掲写真地点の河岸段丘断面図

寺沢と石畑川合流点

と
の
証
左
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
代
表
的
な
河
岸
段
丘
と
さ
れ
て
い
る
西
島
（
揚
檜
－
西
島
小
学
校
－
富
士

川
）
地
区
の
断
面
（
図
は
次
ぺ
ー
ジ
）
を
示
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
西
島
の
河
岸
段
丘
は
、
揚
檜
を
境
に
し
て
、
昔
は
鴨
狩
・
津
向
・
岩
間
平
ま

で
一
望
の
河
原
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
水
害
の
時
一
面
に
泥
水
で
お
お
わ
れ
る
の

を
み
て
も
わ
か
る
。
現
在
の
よ
う
に
河
床
が
下
が
っ
た
の
は
水
害
の
た
び
土
砂

の
堆
積
が
お
こ
な
わ
れ
、
河
床
の
浸
蝕
に
よ
る
破
砕
作
用
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
西
島
の
平
地
は
現
在
の
国
道
五
二
号
線
を
境
に
河
原
町
か
ら
南
に

　　　灘
欝

羅

鍵
灘
麟
、
．

　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
』

の河岸段丘曙　川

か
け
て
水
田
よ
り
、
三
－
四
材
の
高
さ
に
新
し
い
段
丘
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
昭
和
川
、
初
沢
川
の
土
砂
流
出
に
よ
る
堆
積
（
小
扇
状
地
）
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
河
岸
段
丘
の
上
に
新
L
く
形
成
さ
れ
た
小
扇
状
地
は
、
八
日
市
場
の
段
丘
平

地
に
も
見
ら
れ
、
こ
れ
は
大
子
山
川
、
中
沢
川
の
流
出
土
砂
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
谷
川
の
特
徴
と
し
て
天
井
川
を
形
成
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
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国
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2
男
線

西
島
小
学
校

揚

桧

240M

富
士
川

　
Z

／
現
河
床

／　　水田〃
日召和川流出土による堆不責（小扇斗犬士也）

揚檜一西島小学校一富士川断面図

　　　西島の河岸段丘図

日市場の段丘

て
、
西
島
の
昭
和
川
、
八
日
市
場
の
中
沢
川
も
そ
の
典
形
的
な
も
の
で
あ
る
。

四
　
東
部
山
地
と
河
岸
段
丘

富
士
川
の
東
岸
の
山
塊
は
南
か
ら
醍
醐
山
（
六
三
四
・
八
屑
）
、
中
坂
峠
、

田
原
山
（
三
九
四
材
）
、
城
山
（
四
五
八
層
）
と
続
い
て
岩
間
平
に
落
ち
こ
ん

八

で
い
る
。

　
そ
の
山
塊
の
間
に
宮
木
・
下
田
原
の
河
岸
段
丘
が
発
達
し
て
い
る
。
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ば
ね

木
・
小
田
原
・
大
谷
津
を
結
ぶ
（
尾
羽
根
）
二
七
〇
崩
の
丘
陵
山
塊
は
中

位
段
丘
層
（
比
高
四
〇
1
六
〇
規
）
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
下
層
部
は
西

八
代
層
、
上
層
部
は
ロ
ー
ム
層
に
よ
っ
て
お
お
わ
れ
て
い
る
珍
し
い
丘
陵

地
形
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
本
町
の
地
形
は
、
富
士
見
山
と
、
そ
の
す
そ
野
に
つ
づ

く
、
い
く
つ
か
の
河
川
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
山
塊
と
、
富
士
川
の
流
域

に
発
達
す
る
河
岸
段
丘
、
東
部
山
地
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
複
雑

な
地
形
で
あ
る
。

第
三
節
　
地

質

一
　
中
富
町
地
質
分
布
の
概
況

　
中
富
町
の
地
質
は
、
新
第
三
紀
に
属
す
る
複
雑
な
構
造
を
も
っ
て
い
る
。

富
士
川
を
境
に
し
て
、
東
は
御
坂
層
群
（
河
口
湖
累
層
・
小
沼
累
層
．
高
萩
累

層
・
西
八
代
累
層
・
桃
ノ
木
累
層
・
櫛
形
山
累
層
）
と
、
西
に
は
富
士
見
山

全
体
を
構
成
す
る
櫛
形
累
層
が
つ
ら
な
り
、
両
地
層
群
に
は
さ
ま
れ
て
、

富
士
川
層
群
（
曙
累
層
“
曙
礫
岩
層
・
烏
森
山
累
層
・
下
部
累
層
）
が
南
北
に

走
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
層
は
断
層
な
い
し
は
被
覆
に
よ
っ
て
接
し
、
特
に
富
士

見
山
逆
断
層
は
規
模
も
大
き
く
昔
か
ら
研
究
さ
れ
て
い
る
。
富
士
川
層
群
に
は

化
石
が
多
く
発
見
さ
れ
、
地
史
研
究
の
対
象
と
し
て
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
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る
。

二
　
中
富
町
を
と
り
ま
く
地
質

　
中
富
町
を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
西
境
の
富
士
見
山
を
構
成
す
る
櫛
形
山
累
層

が
、
早
川
町
の
塩
の
上
・
大
久
保
あ
た
り
で
、
糸
魚
川
－
静
岡
地
溝
線
に
断
層

に
よ
っ
て
接
し
て
い
る
。
糸
魚
川
－
静
岡
地
溝
線
と
い
う
の
は
、
明
治
二
〇

（一

八
七
）
年
に
ド
イ
ッ
人
の
ナ
ウ
マ
ン
氏
に
よ
っ
て
、
大
地
溝
帯
（
フ
ォ

ッ
サ
・
マ
グ
ナ
）
と
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
列
島
の
地
質
構
造
を
西

日
本
と
東
日
本
に
区
分
す
る
構
造
線
（
糸
魚
川
ー
静
岡
）
で
、
新
潟
県
糸
魚
川

町
に
は
じ
ま
っ
て
姫
川
の
谷
に
沿
っ
て
南
下
し
、
大
町
、
松
本
盆
地
西
縁
、
塩

尻
町
、
諏
訪
盆
地
、
韮
崎
市
、
甲
府
盆
地
の
西
縁
、
早
川
、
角
瀬
、
春
木
川
沿

い
に
南
下
し
、
大
城
川
を
大
城
－
古
谷
城
間
に
お
い
て
横
断
し
、
相
又
川
の
上

流
、
南
部
町
の
戸
栗
川
上
流
を
通
過
し
て
静
岡
市
に
お
よ
ぶ
構
造
線
で
あ
る
。

フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
と
い
う
の
は
「
大
き
な
凹
地
」
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
構
造
線
の
西
側
は
、
い
わ
ゆ
る
日
本
ア
ル
プ
ス
の
山
岳
、
す
な
わ
ち
北

ア
ル
プ
ス
（
飛
弾
山
脈
）
、
中
央
ア
ル
プ
ス
（
木
曽
山
脈
）
、
南
ア
ル
プ
ス

（
赤
石
山
脈
）
で
、
二
〇
〇
〇
規
－
三
〇
〇
〇
耕
の
峻
嶺
が
連
な
っ
て
い
る
。

　
大
地
溝
帯
の
東
縁
は
関
東
山
地
で
あ
る
。
中
富
町
は
こ
の
凹
地
帯
に
で
き
た

新
し
い
地
質
年
代
、
つ
ま
り
新
第
三
紀
ー
中
新
世
・
鮮
新
世
（
お
よ
そ
三
千
万

年
前
）
に
属
し
て
い
る
。
凹
地
帯
が
で
き
た
と
き
に
は
、
こ
の
地
帯
は
海
水
が

浸
入
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
こ
の
凹
地
帯
の
海
底
に
造
山
運
動
が
く
り
か
え
さ

れ
陸
地
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
れ
が
本
町
の
西
側
に
連
ら
な
る
富
士
見
山
・
源
氏

山
・
櫛
形
山
・
甘
利
山
で
あ
り
、
東
側
の
毛
無
山
に
連
ら
な
る
御
坂
山
地
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
山
地
の
つ
く
ら
れ
た
後
、
さ
ら
に
地
殻
変
動
に
よ
る
隆
起
、
沈

降
、
浸
蝕
、
堆
積
、
摺
曲
や
火
山
活
動
に
よ
る
火
成
岩
の
選
入
、
火
山
に
よ
る

噴
出
を
く
り
か
え
し
つ
く
ら
れ
た
の
が
富
士
川
層
群
（
曙
累
層
・
烏
森
山
累
層

．
下
部
累
層
）
や
御
坂
層
群
（
河
口
累
層
・
小
沼
累
層
・
高
荻
累
層
・
西
八
代

累
層
な
ど
）
と
呼
ば
れ
る
地
質
で
あ
る
。

三
各
地
層
の
詳
説

O
　
御
　
坂
　
層
　
群

　
　
　
ア
、
櫛
形
山
累
層

　
富
士
見
山
を
構
成
す
る
櫛
形
山
累
層
は
、
櫛
形
山
（
二
〇
五
一
耕
）
を
中
心

に
甘
利
山
か
ら
荒
倉
山
に
延
び
、
一
方
御
殿
山
・
富
士
見
山
・
身
延
山
・
鷹
取

山
・
さ
ら
に
南
部
町
の
篠
井
山
に
ま
で
続
い
て
い
る
。

　
櫛
形
山
累
層
は
、
火
山
活
動
が
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
う
か
い
　
　
ぎ
よ
う
か
い

安
山
岩
．
玄
武
岩
・
集
塊
岩
・
凝
灰
岩
を
主
と
す
る
岩
石
で
構
成
さ
れ
て
い

る
Q　

富
士
見
山
に
お
い
て
は
、
塩
の
上
、
福
原
・
古
長
谷
・
矢
細
工
、
平
須
・
堂

平
を
結
ぶ
線
は
鳥
森
山
累
層
に
、
そ
れ
よ
り
北
、
荻
・
山
王
・
鳥
屋
を
結
ぶ
線

は
曙
礫
岩
層
に
断
層
に
よ
っ
て
接
し
て
い
る
。
古
長
谷
地
区
の
露
頭
の
岩
相
は

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
へ
き

輝
石
安
山
岩
・
輝
石
玄
武
岩
な
ど
の
火
山
角
礫
岩
・
凝
灰
角
礫
岩
か
ら
な
る
。

こ
れ
ら
の
岩
石
は
、
灰
色
な
い
し
青
灰
色
で
、
硬
質
・
塊
状
で
あ
る
。
層
理
は

不
明
確
で
、
角
礫
岩
の
礫
と
し
て
は
、
O
・
一
ー
O
・
五
ノ
材
大
の
普
通
輝

石
、
O
．
ニ
ノ
厨
大
の
斜
長
石
な
ど
の
班
晶
を
含
ん
だ
玄
武
岩
、
お
よ
び
安
山
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雪士
口心第一編地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
せ
ん

岩
で
あ
る
が
、
と
き
に
は
、
角
閃
石
普
通
輝
石
安
山
岩
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
岩
石
は
一
般
的
に
硬
い
の
で
石
垣
、
臼
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
町
に
お
け
る
櫛
形
山
累
層
は
、
蟹
谷
・
月
見
橋
、
西
島
一
帯
・
足

の
平
の
丘
陵
台
地
、
手
打
沢
の
日
向
と
日
陰
に
渡
る
橋
の
所
に
は
一
部
が
露
頭

し
て
お
り
、
手
打
沢
・
西
島
境
の
お
天
神
の
あ
る
富
士
川
岸
の
岩
石
も
そ
う
で

あ
る
。
富
士
川
東
岸
で
は
、
下
田
原
の
旧
共
和
小
学
校
付
近
か
ら
下
田
原
の
上

向
・
上
田
原
方
面
に
分
布
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
け
や
き

　
国
道
に
沿
う
三
本
檸
か
ら
月
見
橋
ト
ン
ネ
ル
に
か
け
て
は
、
凝
灰
角
礫
岩
、

玄
武
岩
、
粗
粒
玄
武
岩
、
青
ま
た
は
白
色
の
凝
灰
岩
、
灰
黒
色
の
泥
質
砂
岩
の

互
層
に
な
っ
て
い
る
。
　
（
現
在
セ
メ
ン
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
て
互
層
の
状
態
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
）

　
岩
崎
神
社
か
ら
西
島
の
裏
山
は
、
凝
灰
角
礫
岩
の
が
け
が
連
続
し
、
主
と
し

　
か
ん
ら
ん

て
撒
欄
石
玄
武
岩
質
の
岩
相
で
あ
る
。
ま
た
、
緑
色
凝
灰
岩
、
白
黄
色
凝
灰
質

砂
岩
を
含
む
火
砕
岩
、
溶
岩
流
お
よ
び
輝
石
安
山
岩
、
玄
武
岩
な
ど
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　
足
の
平
の
丘
陵
台
地
は
、
石
英
安
山
岩
、
黒
色
安
山
岩
、
緑
色
凝
灰
岩
、
枕

状
溶
岩
、
凝
灰
角
礫
岩
を
含
む
凝
灰
質
砂
岩
、
お
よ
び
頁
岩
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
西
島
地
域
の
櫛
形
山
累
層
に
は
、
沸
石
を
含
む
テ
ッ
シ
ェ
ン
岩
と
呼
ば
れ

る
も
の
や
、
方
解
石
の
結
晶
し
た
も
の
が
産
出
す
る
。
ま
た
、
西
島
と
手
打
沢

の
境
の
国
道
五
二
号
線
力
ー
ブ
天
神
の
と
こ
ろ
の
石
垣
上
に
は
、
玄
武
岩
の
柱

状
節
理
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
イ
、
桃
ノ
木
累
層

　
こ
れ
は
、
中
巨
摩
郡
芦
安
村
桃
ノ
木
鉱
泉
の
地
層
に
名
づ
け
ら
れ
た
も
の

で
、
本
町
で
は
、
富
士
川
橋
付
近
か
ら
東
に
分
布
し
、
泥
岩
が
主
体
で
暗
褐
色

西島天神森の集塊岩

著
し
い
が
、
層
理
は
明
瞭
で
あ
り
、
色
は
暗
灰
色
、

　
屏
風
岩
は
、
石
英
安
山
岩
質
凝
灰
岩
で
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
の
地
点
（
権
現
山
・
日
下
り
）
も
層
理
が
明
瞭
で
あ
り
、
砂
質
凝

灰
岩
と
泥
岩
の
互
層
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
色
は
全
般
に
淡
黄
褐
色
も
し
く
は

褐
色
で
あ
る
。

　
　
　
エ
、
小
　
沼
　
累
　
層

　
こ
の
地
層
は
、
久
那
土
駅
西
方
よ
り
、
切
石
の
対
岸
（
し
尿
処
理
場
）
、
下

田
原
深
町
、
清
水
、
出
口
、
岩
下
方
面
に
分
布
し
て
い
る
。
岩
相
は
、
普
通
輝

の
凝
灰
質
頁
岩
・
砂
岩
の

薄
層
が
介
在
す
る
こ
と
も

あ
る
。

　
　
　
ウ
、
河
ロ
湖
累
層

　
　
　
　
1
1
屏
風
岩

　
こ
の
地
層
は
、
手
打
沢

か
ら
南
の
方
へ
、
白
山
権

現
の
切
割
り
、
切
石
の
御

崎
神
社
、
国
道
五
二
号
線

の
日
下
り
の
切
割
り
（
現

在
は
セ
メ
ン
テ
ィ
ン
グ
さ

れ
て
い
る
）
か
ら
対
岸
の

大
谷
津
、
宮
木
、
屏
風

岩
、
醍
醐
山
、
下
部
町
雨

河
内
の
方
に
ま
で
分
布
し

て
い
る
。
岩
相
の
変
化
は

紫
灰
色
で
硬
質
で
あ
る
。
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雁木権現山の河口湖累層

石
安
山
岩
質
な
い
し
は
玄
武
岩
質
の
凝
灰
質
砂
岩
を
主
と
し
、
こ
れ
に
凝
灰
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
ね
ぎ

泥
岩
が
狭
在
す
る
。
砂
岩
は
露
出
面
で
黒
色
な
い
し
暗
灰
色
で
あ
り
、
玉
葱
状

の
風
化
を
示
す
。
玉
葱
状
の
露
出
が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
し
尿
処
理
場
へ
行

く
途
中
の
切
割
道
路
や
、
処
理
場
下
の
富
士
川
岸
で
あ
る
。

　
　
　
オ
、
高
　
萩
　
累
　
層

　
　
　
　
　
　
　
い
つ
し
き

　
こ
の
地
層
は
、
一
色
よ
り
中
坂
峠
（
下
部
町
と
中
富
町
の
境
）
・
深
町
を
経

　
が
ん
ぎ

て
雁
帰
の
対
岸
、
大
石
か
ら
久
那
土
駅
に
お
よ
ん
で
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
地

層
は
、
西
八
代
累
層
と
河
口
湖
累
層
の
間
に
は
さ
ま
っ
て
接
し
て
い
る
。

し尿処理場付近の玉葱状の小沼累層

懸
灘

手打沢温泉付近の曙礫岩

　
岩
相
は
、
玄
武
岩
質
の
火
山
角
礫
岩
・
凝
灰
角
礫
岩
か
ら
な
り
、
色
は
暗
灰

色
な
い
し
黒
色
で
塊
状
を
な
し
て
い
る
。

　
こ
の
中
の
玄
武
岩
礫
は
径
五
十
ノ
矧
に
達
す
る
大
き
い
も
の
も
あ
る
。

　
　
　
力
、
西
八
代
累
層

　
こ
の
地
層
は
、
大
塩
の
一
部
と
旧
共
和
小
学
校
付
近
か
ら
上
田
原
・
和
平
方

面
に
分
布
し
、
普
通
輝
石
安
山
岩
質
の
火
砕
岩
が
主
体
で
暗
灰
色
の
泥
岩
を
介

在
す
る
。
岩
相
は
凝
灰
角
礫
岩
・
火
山
礫
凝
灰
岩
で
あ
り
、
色
は
灰
白
色
、
帯

青
白
色
で
あ
る
。
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⇔
富
士
川
層
群

下田原地内旧共和小学校裏の凝灰岩

　
　
　
ア
、
曙
累
層
”
曙
礫
岩
層

　
曙
礫
岩
層
を
概
観
し
て
み
る
と
、
早
川
下
流
の
小
原
島
か
ら
北
へ
、
標
高
四

〇
〇
層
な
い
し
六
〇
〇
厨
の
地
帯
に
東
西
二
・
五
キ
・
か
ら
三
キ
・
層
に
お
よ
ん
で

い
る
が
手
打
沢
付
近
で
急
に
狭
く
な
り
、
大
柳
川
ま
で
南
北
九
・
五
キ
。
層
に
分

布
し
て
い
る
。

　
層
の
厚
さ
は
最
大
（
出
合
ー
原
－
久
成
間
）
で
三
・
五
キ
。
耕
あ
る
。

　
ま
た
、
西
側
は
荻
・
山
王
・
大
柳
川
を
結
ぶ
線
で
櫛
形
山
累
層
に
断
層
で
、

東
側
は
西
八
代
、
下
部
、
烏
森
山
累
層
に
そ
れ
ぞ
れ
接
し
て
い
る
。

　
こ
の
層
は
、
砂
岩
・
頁
岩
の
互
層
と
礫
岩
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
礫

は
、
火
砕
岩
が
主
で
礫
の
大
ぎ
さ
は
、
二
、
三
ノ
屑
か
ら
一
〇
〇
ノ
層
に
達
す

る
も
の
も
あ
る
。
礫
の
大
き
さ
の
分
布
は
一
様
で
な
い
が
一
般
的
に
は
北
の
方

が
大
き
く
、
南
の
方
が
小

さ
い
。
山
王
付
近
の
礫
は

特
に
大
き
い
も
の
が
あ

る
。　
礫
質
は
、
巨
摩
山
地

（
櫛
形
山
累
層
）
か
ら
の

　
　
せ
ん
り
よ
く

石
英
閃
緑
岩
・
角
閃
安
山

岩
・
輝
石
安
山
岩
・
緑
色

　
　
　
　
ひ
ん

凝
灰
岩
・
珊
岩
が
多
く
、

稀
に
は
赤
石
山
地
（
古
第

三
紀
）
の
粘
板
岩
・
硬
砂

岩
な
ど
も
み
ら
れ
る
。
花

崩
岩
の
礫
は
場
所
に
よ
っ

て
含
ま
れ
る
量
が
違
う

が
、
北
へ
行
く
に
つ
れ
て

多
く
な
り
、
礫
岩
は
白
色

を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。

国道沿いの岩相（三ツ石）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
礫
質
か
ら
み
て
、
す
で
に
陸
地
化
し
て
い
た
、
赤
石

山
地
・
巨
摩
山
地
の
山
々
を
け
ず
っ
て
運
ん
で
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
曙
礫
岩
層
は
、
御
坂
層
以
後
の
も
の
で
、
地
質
年
代
は
鮮
新
世
な
い
し
洪
積

世
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
層
は
、
固
結
度
も
低
く
軟
弱
で
、
浸
蝕
さ
れ
や
す
く
崩
壊
地
や
崖
が
多

い
。
こ
の
崩
壊
地
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
手
打
沢
温
泉
付
近
、
天
白
・

吉
屋
燧
道
付
近
、
平
須
の
細
久
保
（
通
称
牛
首
）
、
矢
細
工
、
出
合
な
ど
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
よ
う
や
ま

の
状
況
が
著
し
い
。
ま
た
久
成
の
「
城
山
」
は
硬
い
山
塊
を
な
し
て
い
る
。
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イ
、
烏
森
山
累
層

　
こ
の
層
は
、
中
富
町
に
お
い
て
は
曙
礫
岩
層
を
つ
つ
む
よ
う
に
し
て
、
東
側

で
は
寺
沢
丸
山
付
近
、
西
側
で
は
堂
平
を
北
限
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
下
部
累
層
．

櫛
形
山
累
層
に
接
し
て
南
に
伸
び
、
東
側
は
粟
倉
山
、
杉
山
、
梅
平
、
小
田
船

原
、
清
子
方
面
と
、
西
側
は
笹
走
、
千
須
和
、
春
木
川
と
伸
び
、
糸
魚
川
i
静

岡
地
溝
線
と
断
層
に
よ
っ
て
接
し
分
布
し
て
い
る
。
（
地
質
図
参
照
）

　
　
　
　
　
し
　
そ

　
岩
相
は
、
紫
蘇
輝
石
・
普
通
輝
石
安
山
岩
質
の
凝
灰
角
礫
岩
・
火
山
角
礫
岩

・
凝
灰
岩
が
主
体
で
泥
岩
の
レ
ン
ズ
を
は
さ
む
こ
と
も
あ
る
。
烏
森
山
を
構
成

麟

早川橋付近の鳥森山累層

す
る
の
は
こ
の
層
で
あ
る
。
な
お
こ
の
層
の
分
布
状
況
を
み
る
と
、
三
ッ
石
の

県
道
沿
い
に
露
頭
が
み
ら
れ
る
。
安
山
岩
質
凝
灰
角
礫
岩
が
主
体
で
、
部
分
的

に
は
凝
灰
岩
・
泥
岩
を
は
さ
ん
だ
り
し
て
い
る
。
色
は
黒
色
を
帯
び
、
角
礫
の

大
き
さ
は
、
径
四
ー
一
〇
／
層
で
な
か
に
は
四
〇
ノ
層
の
も
の
も
あ
る
。
こ
の

角
礫
岩
と
接
し
て
青
灰
色
で
塊
状
の
泥
岩
と
砂
岩
と
が
互
層
し
て
い
る
。
風
化

す
る
と
灰
色
に
な
り
細
く
割
れ
て
く
ず
れ
る
。
露
頭
は
早
川
橋
付
近
の
県
道
沿

い
に
み
ら
れ
る
。
早
川
橋
か
ら
遅
沢
の
観
音
橋
に
い
た
る
道
路
沿
い
に
、
安
山

岩
質
凝
灰
岩
・
凝
灰
角
礫
岩
・
火
山
角
礫
岩
の
切
割
り
が
み
ら
れ
る
。
凝
灰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
は
黒
色
を
お
び
て
い
て
、
層
理
が
明
瞭
で
あ
る
。
こ

富山橋付近の下部累層

の
層
は
北
に
の
び
て
夜
子
沢
、
寺
沢
ま
で
達
し
て
い

る
。
こ
の
層
の
中
に
石
膏
を
産
す
る
。

　
　
　
ウ
、
下
　
部
　
累
　
層

　
こ
の
層
は
、
本
町
に
お
い
て
は
、
手
打
沢
川
を
北
限

に
し
て
東
縁
は
河
口
累
層
、
西
縁
は
曙
礫
岩
層
、
烏
森

山
累
層
に
接
し
、
寺
沢
・
夜
子
沢
・
大
子
山
・
八
日
市

場
・
伊
沼
・
飯
富
に
分
布
し
、
平
兵
岩
で
河
口
累
層
に

断
層
に
よ
っ
て
接
断
さ
れ
て
い
る
。
身
延
町
下
山
の
北

部
、
新
早
川
大
橋
付
近
に
塊
状
に
あ
ら
わ
れ
、
身
延
山

久
遠
寺
、
さ
ら
に
南
部
町
成
島
・
富
沢
町
福
士
か
ら
白

鳥
山
を
経
て
静
岡
方
面
に
、
一
方
、
飯
富
の
対
岸
醍
醐

山
の
南
麓
か
ら
下
部
温
泉
・
椿
草
里
に
、
南
部
町
天
子

ケ
岳
を
構
成
し
南
に
の
び
、
南
巨
摩
、
西
八
代
郡
に
ま

た
が
っ
て
広
く
分
布
し
て
い
る
。

　
岩
相
は
、
泥
岩
・
砂
岩
の
有
律
互
層
で
特
徴
づ
け
ら
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れ
る
。
本
町
に
お
い
て
は
主
と
し
て
青
灰
色
の
塊
状
の
泥
岩
か
ら
な
る
。
風
化

す
る
と
灰
白
色
を
示
し
、
こ
ま
か
く
割
れ
る
。
砂
岩
は
細
粒
で
褐
色
で
あ
る
。

こ
の
層
の
代
表
的
な
も
の
は
波
木
井
坂
の
砂
岩
と
泥
岩
の
互
層
で
国
道
五
二
号

線
の
切
割
り
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
西
八
代
郡
で
は
、
波
高
島
泥
岩
層
・
上

ノ
平
凝
灰
岩
層
・
醍
醐
山
砂
岩
泥
岩
互
層
・
竹
ノ
島
砂
岩
層
な
ど
大
規
模
な
岩

層
が
み
ら
れ
る
。

㊧
　
堆
積
層
（
第
四
紀
）

　
　
　
O
現
河
床
堆
積
層

　
富
士
川
に
お
い
て
は
す
べ
て
礫
・
砂
な
ど
の
堆
積
物
で
あ
り
、
基
盤
岩
の
露

出
す
る
個
所
は
な
い
、
本
堆
積
は
大
き
な
支
流
と
の
合
流
点
に
広
く
、
そ
の
他

の
個
所
お
よ
び
富
士
川
支
流
で
は
分
布
、
厚
さ
と
も
に
小
さ
い
。
富
士
川
本
流

に
つ
い
て
み
る
と
、
岩
間
付
近
で
は
、
富
士
川
の
蛇
行
と
支
流
の
三
沢
川
の
流

入
と
に
よ
り
そ
の
幅
は
一
五
〇
〇
層
以
上
で
あ
る
。
呈
川
合
流
点
に
お
い
て
は

幅
一
三
〇
〇
㌶
、
延
長
四
キ
。
層
で
、
富
士
川
上
流
と
し
て
は
最
も
大
規
模
な
河

床
堆
積
地
で
あ
る
。
そ
の
外
、
富
士
川
に
は
波
木
井
川
流
入
部
、
南
部
町
の
戸

栗
川
、
富
沢
町
の
福
士
川
流
入
部
付
近
に
河
床
堆
積
層
が
発
達
し
て
い
る
。

　
　
　
O
洪
　
　
積
　
　
層

　
地
形
の
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
富
士
川
流
域
に
発
達
す
る
河
岸
段
丘
上
の
堆

積
物
は
す
べ
て
こ
れ
で
あ
る
。
構
成
物
は
礫
お
よ
び
砂
よ
り
な
り
粘
土
を
表
土

と
し
て
お
り
、
農
耕
地
や
住
居
地
と
し
て
多
く
の
住
民
の
生
活
の
基
盤
に
な
っ

て
い
る
。
西
島
の
部
落
と
水
田
、
手
打
沢
の
国
道
沿
い
、
切
石
、
八
日
市
場
、

下
伊
沼
、
飯
富
、
宮
木
、
小
田
原
、
下
田
原
部
落
な
ど
は
こ
の
層
の
上
に
あ

尾羽根丘陵　（中位段丘）

る
。
比
高
は
五
ー
四
〇

屠
、
地
質
年
代
は
、
第
四

紀
現
世
代
に
属
す
る
。
そ

の
外
、
富
士
川
、
早
川
に

注
ぐ
支
流
の
河
岸
段
丘
上

の
堆
積
物
も
こ
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
低
位
段
丘

層
と
も
い
わ
れ
る
。

　
　
O
中
位
段
丘
層

　
本
町
の
宮
木
の
二
七
〇

耕
の
尾
羽
根
丘
陵
や
、
甲

南
中
学
校
前
の
し
尿
処
理

場
付
近
か
ら
鴨
狩
・
津
向

部
落
は
こ
の
段
丘
が
発
達

し
て
い
る
。
比
高
は
四
〇

1
六
〇
厨
で
、
地
質
年
代

は
第
四
紀
後
期
で
あ
る
。

　
　
　
O
高
位
段
丘
層

　
巨
摩
山
地
の
八
O
O
材
級
の
高
所
に
南
北
に
連
続
し
て
、
旧
河
床
礫
層
が
堆

積
し
た
平
坦
地
が
あ
る
。
櫛
形
町
の
伊
奈
ケ
湖
、
鰍
沢
町
の
清
水
・
白
板
・
十

谷
、
本
町
の
大
塩
・
久
成
・
平
須
・
原
・
中
山
は
高
位
段
丘
上
に
あ
り
、
地
質

年
代
は
第
四
紀
中
期
で
あ
る
。

　
　
　
O
崖
錐
堆
積
層

　
本
町
で
は
、
大
塩
・
久
成
・
平
須
・
矢
細
工
に
あ
り
、
雑
然
と
堆
積
し
た
、
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砂
・
角
礫
・
粘
土
か
ら
構
成
さ
れ
た
堆
積
層
で
あ
る
。

⑳
中
富
町
の
断
層

　
　
　
O
富
士
見
山
断
層

　
中
富
町
の
断
層
は
図
に
示
す
よ
う
で
あ
る
。
断
層
と
い
う
の
は
、
地
殻
の
中

に
生
じ
た
割
目
を
境
と
し
て
両
方
の
地
盤
が
相
対
的
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
本
町
に
お
け
る
最
も
大
き
な
も
の
は
富
士
見
山
の
東
麓
に
沿
っ
て
南
北

に
走
る
富
士
見
山
断
層
で
地
形
的
に
も
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
。
秋
山
雅
彦
（
一

九
五
七
）
は
、
上
大
塩
の
西
（
荻
部
落
）
、
早
川
橋
西
、
身
延
町
下
山
の
大

沢
、
小
田
船
原
の
四
か
所
で
断
層
面
を
観
察
し
て
い
る
。

　
曙
礫
岩
層
の
西
側
は
櫛
形
山
累
層
と
接
し
て
い
て
そ
の
境
界
面
が
断
層
で
あ

燕△）

　　　　　　　　／’
　　　　　　　∫
、、　　　　　　彫く新卜看粒川大僑

／
　
　
　
／

　
富
k
見
山

　一個
一懲

　　

　　

噛
窯
＼

ド
山

、
＼
、

　
　
、
㌦

　　　蝋

中富町の断層

る
。
富
士
見
山
断
層
は
、
西
側
の
櫛
形
山
累
層
が
東
側
の
曙
礫
岩
層
、
烏
森
山

累
層
の
上
に
西
か
ら
東
へ
乗
り
上
げ
て
い
る
断
層
で
、
こ
の
よ
う
な
押
し
被
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う
じ
よ
う

て
い
る
断
層
を
逆
断
層
、
ま
た
は
衝
上
断
層
と
い
う
。
フ
ォ
ヅ
サ
・
マ
グ
ナ

の
西
縁
に
は
こ
の
よ
う
に
、
古
い
地
層
が
新
し
い
地
層
の
上
へ
西
か
ら
東
方
へ

逆
断
層
で
乗
り
上
げ
た
形
で
発
達
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
の
地
帯
の
一

つ
の
大
ぎ
な
断
層
の
特
徴
で
あ
る
。

　
曙
礫
岩
層
は
、
西
に
急
傾
斜
（
四
〇
度
ー
七
〇
度
）
し
、
所
に
よ
っ
て
は
、

直
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
も
と
も
と
海
底
に
堆
積
し
た
も
の
は
水
平
に

な
っ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
傾
斜
し
て
い
る
の
は
他
か
ら
力
（
摺
曲
、

造
山
な
ど
）
が
加
わ
っ
て
水
平
の
も
の
が
傾
斜
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
曙
礫
岩
層
が
櫛
形
山
累
層
と
衝
上
断
層
で
接
し
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
礫

岩
層
が
擾
乱
を
う
け
て
小
断
層
が
著
し
く
発
達
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
岩
質
の

凝
固
程
度
も
弱
く
、
小
断
層
な
ど
に
よ
り
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
崩
壊
地
が
発
達

し
て
い
る
。

　
　
　
O
切
　
石
　
断
　
層

　
こ
の
断
層
は
、
白
山
権
現
の
切
割
り
か
ら
、
甲
南
中
学
校
の
裏
の
地
す
べ
り

付
近
を
通
り
、
中
富
温
泉
付
近
か
ら
足
の
平
に
延
び
、
桃
ノ
木
累
層
と
曙
礫
岩

層
と
の
断
層
線
で
あ
る
。
　
（
甲
南
中
学
校
裏
の
地
す
べ
り
は
こ
の
断
層
線
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
）

　
　
　
O
常
　
葉
　
断
　
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
い
べ
　
え

　
こ
の
断
層
は
、
下
部
町
加
羅
田
峠
か
ら
南
南
西
へ
延
び
、
飯
富
の
平
兵
衛
岩

ま
で
追
跡
で
き
る
。
こ
の
断
層
の
近
く
で
は
地
層
が
直
立
し
、
と
こ
ろ
に
よ
っ

て
は
逆
転
し
て
い
る
。
こ
の
断
層
は
西
へ
行
く
程
、
そ
の
落
差
が
大
ぎ
く
、
南

側
が
北
側
に
対
し
て
相
対
的
に
上
昇
し
て
い
る
。
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手打沢温泉入口の化石

　
　
〇
三
沢
川
断
層

こ
の
断
層
は
、
三
沢
川
に
沿
っ
て
東
西
に
走
り
、
富
士
川
を
横
切
っ
て
手
打
沢

に
達
す
る
が
、
そ
の
西
端
は
切
石
断
層
に
よ
っ
て
切
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
断
層

は
露
頭
で
は
直
接
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

㊨
中
富
町
の
化
石

中
富
町
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
中
央
地
溝
帯
（
フ
ォ
ッ
サ
・
マ
グ
ナ
）
の
中

夜子沢（押立沢）の化石

遅沢の化石

に
形
成
さ
れ
た
新
し
い
地
質
年
代
（
新
第
三
紀
中
新
世
後
期
）
で
あ
る
。
こ
の

年
代
に
つ
く
ら
れ
た
岩
石
は
堆
積
岩
（
岩
石
の
破
砕
物
、
火
山
灰
な
ど
）
で
あ

る
Q　

本
町
を
構
成
す
る
富
士
川
層
群
や
、
御
坂
層
群
は
堆
積
岩
に
よ
っ
て
で
き
て

い
る
わ
け
で
、
本
町
は
地
質
年
代
に
お
い
て
は
陸
地
に
な
っ
た
り
、
海
面
下
に

沈
降
し
た
り
し
て
、
長
い
年
代
に
わ
た
っ
て
地
殻
変
動
が
く
り
か
え
さ
れ
現
代

の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
あ
る
時
期
に
陸
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
手

打
沢
、
大
塩
の
頁
岩
、
砂
岩
層
の
中
に
胚
胎
す
る
石
炭
の
存
在
で
証
明
さ
れ
る
。
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海
面
下
に
あ
っ
た
の
は
海
棲
動
物
の
化
石
が
た
く
さ
ん
発
見
さ
れ
る
こ
と
で

わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ゆ
う
ざ
ん

　
化
石
の
こ
と
に
つ
い
て
甲
斐
国
志
に
、
「
貝
化
石
、
河
内
領
中
山
諸
村
ノ
山

渓
ニ
ア
ル
者
ハ
堅
キ
石
ヲ
割
レ
ハ
其
内
二
種
々
ノ
貝
聚
リ
化
レ
石
タ
ル
如
ク
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
る
ぽ
う

著
シ
テ
ア
リ
、
粟
倉
倒
二
出
ツ
ル
ハ
蛤
劇
、
朗
光
等
ノ
化
石
也
。
土
ヲ
掘
リ
之

ヲ
得
、
其
中
希
二
魚
骨
如
レ
石
ナ
ル
ア
リ
、
　
亦
堅
重
全
ク
石
ニ
シ
テ
片
面
二
貝

絞
ヲ
帯
ブ
モ
ノ
ア
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
本
町
で
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
は
、
手
打
沢
温
泉
付
近
、
寺
沢

夜子沢の石膏

　
　
　
　
　
　
　
お
し
た
ん

の
塩
枯
、
夜
子
沢
の
押
立
沢
（
法
向
寺
裏
）
、
烏
森
山
の
西
麓
の
遅
沢
と
身
延

町
小
原
島
、
波
木
井
川
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
化
石
は
、
急
激
な
地
殻
変
動

を
ヶ
け
て
著
し
く
ゆ
が
ん
で
い
る
。
各
地
域
の
化
石
を
あ
げ
て
み
る
と
、
手
打

沢
に
は
、
イ
ヨ
ス
ダ
レ
・
ス
ダ
レ
ガ
イ
・
ニ
ッ
コ
ウ
ガ
イ
近
種
．
ヒ
ラ
ザ
ク
ラ

・
サ
ギ
ガ
イ
・
ユ
キ
ノ
ア
シ
タ
・
シ
ラ
ス
ナ
ガ
イ
・
ゲ
ン
ロ
ク
ソ
デ
ガ
イ
．
ベ

ッ
コ
ウ
ソ
デ
ガ
イ
ニ
・
・
ク
リ
ガ
イ
・
ホ
タ
テ
ガ
イ
・
ヵ
ブ
ラ
ツ
キ
ガ
イ
な
ど
で

あ
る
。
夜
子
沢
に
は
、
イ
タ
ヤ
ガ
イ
・
カ
ミ
オ
ニ
シ
キ
ガ
イ
・
シ
ラ
ス
ナ
ガ
イ

・
ス
ダ
レ
ガ
イ
な
ど
で
あ
る
。

けい化木（大須成小学校蔵）

遅沢の水石
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遅
沢
に
は
、
イ
タ
ヤ
ガ
イ
・
カ
ミ
オ
ニ
シ
キ
ガ
イ
・
タ
マ
キ
ガ
イ
・
ヤ
ス
リ

ツ
ノ
ガ
イ
・
フ
ミ
ガ
イ
・
ザ
ル
ガ
イ
で
あ
る
。

　
小
原
島
に
は
、
イ
タ
ヤ
ガ
イ
・
カ
ミ
オ
ニ
シ
キ
ガ
イ
・
タ
マ
キ
ガ
イ
・
ヤ
ス

リ
ツ
ノ
ガ
イ
・
ザ
ル
ボ
ウ
・
ザ
ル
ガ
イ
・
ギ
ン
エ
ビ
ス
な
ど
で
あ
る
。

　
手
打
沢
川
の
砂
岩
の
中
か
ら
は
、
有
孔
虫
の
化
石
が
多
数
発
見
さ
れ
る
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
め

た
、
押
立
沢
で
は
天
狗
の
爪
と
い
わ
れ
る
鮫
の
歯
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

㈹
　
石
膏
・
石
炭
・
水
石

空
多
シ
、
砕
取
リ
テ
、
小
木
草
花
ヲ
植
ウ
レ
ハ
能
ク
繁
茂
ス
、
水
気
常
二
絶
エ

ス
苔
ヲ
生
ジ
、
庭
中
ノ
翫
物
ト
ス
ベ
シ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
水
石
は
石
灰
岩
の
一
種
で
「
水
石
」
と
俗
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
本
町
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
の
き

は
、
旧
遅
沢
温
泉
手
前
の
沢
の
檜
林
の
中
と
大
子
山
の
沢
奥
に
水
石
が
発
達
し

て
い
る
。

第
四
節
　
水

系

66

　
　
　
O
石
　
　
　
　
　
膏

　
夜
子
沢
赤
石
神
社
裏
の
道
路
沿
い
に
凝
灰
岩
が
粘
土
化
さ
れ
、
青
色
を
お
び

て
い
る
中
に
胚
胎
す
る
石
膏
鉱
脈
が
あ
る
。
小
規
模
で
は
あ
る
が
、
長
径
一
ノ

層
前
後
の
す
ば
ら
し
く
美
し
い
石
膏
で
あ
る
。

　
こ
の
石
膏
が
胚
胎
す
る
の
は
、
烏
森
山
累
層
の
凝
灰
角
礫
岩
層
で
あ
り
、
石

膏
は
O
》
ω
ρ
占
評
○
で
岩
石
中
の
成
分
が
結
合
し
結
晶
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　
　
　
O
石
　
　
　
　
　
炭

　
手
打
沢
の
康
栄
閣
付
近
の
暗
緑
色
砂
岩
と
頁
岩
に
は
さ
ま
れ
て
褐
炭
層
が
胚

胎
す
る
。
炭
質
は
不
良
で
亜
炭
に
近
い
。
第
二
次
大
戦
中
掘
り
出
さ
れ
た
が
現

在
は
廃
坑
と
な
っ
て
い
る
。
手
打
沢
か
ら
荻
に
か
け
て
石
炭
の
胚
胎
が
い
く
つ

か
あ
る
。
と
き
に
け
い
化
木
が
発
見
さ
れ
る
。

　
　
　
す
い
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ぎ

　
　
　
O
水
　
　
　
　
　
石

　
甲
斐
国
志
に
、
「
蛇
骨
石
、
水
吸
石
経
ケ
島
村
ニ
ア
リ
、
一
山
ノ
指
出
タ
ル

鼻
二
水
気
聚
リ
滴
落
ル
コ
ト
雷
ノ
如
シ
、
其
岩
石
ノ
肌
ハ
骨
朽
チ
タ
ル
ニ
似
テ

　
本
町
の
水
系
は
、
富
士
川
が
ほ
ぼ
南
北
の
方
向
に
流
れ
、
早
川
が
東
西
の
方

向
に
流
れ
て
飯
富
・
下
山
間
で
合
流
し
一
〇
〇
〇
耕
以
上
の
川
幅
を
つ
く
っ
て

い
る
。

　
富
士
川
に
は
、
富
士
見
山
を
水
源
と
す
る
、
手
打
沢
川
・
寺
沢
川
・
夜
子
沢

川
の
三
支
流
河
川
が
西
か
ら
東
の
方
向
に
、
ま
た
、
田
原
沢
川
・
一
色
川
が
東

か
ら
西
の
方
向
に
流
れ
て
富
士
川
に
注
い
で
い
る
。

　
早
川
に
は
、
富
士
見
山
を
水
源
と
し
て
、
南
北
の
方
向
に
流
れ
る
曙
川
・
江

尻
窪
川
の
二
支
流
河
川
が
注
い
で
い
る
。
水
系
に
つ
い
て
は
、
総
説
お
よ
び
第

六
編
土
木
・
交
通
編
に
詳
述
し
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
、
本

町
河
川
の
特
質
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　
手
打
沢
川
は
、
山
王
を
水
源
と
す
る
北
沢
と
、
荻
を
水
源
と
す
る
南
沢
が
、

手
打
沢
温
泉
付
近
で
合
流
し
富
士
川
に
注
い
で
い
る
。
全
長
三
二
五
〇
層
で
あ

る
。
上
流
に
お
い
て
は
、
曙
礫
岩
層
を
浸
蝕
し
て
つ
く
ら
れ
た
V
字
形
の
渓
谷

を
つ
く
っ
て
お
り
、
平
時
は
水
量
が
少
な
く
、
出
水
時
（
台
風
時
）
に
は
凝
結

度
の
弱
い
岩
相
を
崩
壊
し
土
砂
の
運
搬
作
用
が
激
し
い
川
で
あ
る
。
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！226M）
ヲ

嫉
鰺
廓

．
殊
諺
◇
▽
汐

の勾配寺沢Jll

　
寺
沢
川
は
、
椎
の
滝
を
水
源
と
す
る
久
成
川
と
、
平
須
の
中
草
里
を
水
源
と

す
る
押
手
沢
と
、
平
須
の
細
久
保
を
水
源
と
す
る
石
畑
川
が
寺
沢
の
中
河
原
で

合
流
し
本
町
で
一
ば
ん
急
流
を
な
し
て
い
る
川
で
全
長
五
七
〇
〇
耕
で
あ
る
。

（
右
図
参
照
）

　
夜
子
沢
川
は
、
平
須
の
糸
瀬
の
滝
を
水
源
と
す
る
南
沢
と
、
矢
細
工
の
滝
を

水
源
と
す
る
池
ノ
沢
川
と
を
合
流
し
、
全
長
四
七
〇
〇
層
の
V
字
形
の
渓
谷
を

つ
く
る
川
で
あ
る
。

　
曙
川
は
、
古
長
谷
川
・
宝
珠
院
川
・
後
山
川
・
遅
沢
川
な
ど
を
合
流
し
、
全

富士川と早川の合流点を望む

長
三
〇
二
五
屑
の
川
で
、
上
流
は
曙
礫
岩
層
を
激
し
く
浸
蝕
し
、
本
町
で

は
最
も
典
型
的
な
V
字
形
の
渓
谷
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　
江
尻
窪
川
全
長
四
六
〇
〇
材
、
田
原
沢
川
全
長
三
九
〇
〇
癖
、
一
色
川

全
長
四
一
〇
〇
材
で
あ
る
。

　
本
町
の
河
川
の
特
徴
は
、
地
形
が
急
峻
で
あ
る
た
め
急
流
で
あ
る
こ

と
、
地
質
が
曙
礫
岩
層
や
、
砂
岩
な
ど
で
あ
る
た
め
軟
弱
で
浸
蝕
さ
れ
や

す
く
V
字
形
の
渓
谷
を
な
し
て
い
る
こ
と
、
急
流
で
あ
る
た
め
土
砂
の
運

搬
作
用
が
さ
か
ん
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
本
町
の
す
べ
て
の

河
川
の
両
岸
に
は
河
岸
段
丘
が
発
達
し
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

第
五
節
　
温

泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
す
ざ
わ

　
　
　
本
町
の
温
泉
の
歴
史
は
古
い
も
の
で
あ
り
、
甲
斐
国
志
に
「
砦
石
沢
、

　
　
大
塩
村
ノ
北
二
在
リ
、
其
水
褐
色
ニ
シ
テ
砂
石
ヲ
染
ム
、
此
外
小
渓
三
四

皆
手
打
沢
川
二
入
ル
叉
霊
泉
ア
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ど
う
す
　
　
　
　
　
　
　
　
み
よ
う
ば
ん
せ
き

　
砦
石
と
い
う
の
は
明
馨
石
の
こ
と
で
染
料
な
ど
の
原
料
に
つ
か
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。

　
鉱
泉
が
硫
化
水
素
の
臭
い
が
す
る
の
で
昔
も
何
ら
か
の
形
で
利
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
鉱
泉
を
最
初
に
利
用
し
た
の
は
、
手
打
沢
の
深

沢
始
未
氏
（
故
人
・
現
手
打
沢
温
泉
の
開
発
者
）
で
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）

年
に
山
梨
県
衛
生
検
査
所
に
鉱
泉
分
析
を
し
、
鉱
泉
利
用
を
出
願
し
て
い
る
。

　
本
町
だ
け
で
な
く
、
富
士
川
層
群
に
は
、
身
延
町
・
南
部
町
・
富
沢
町
・
下

部
町
に
わ
た
っ
て
い
た
る
と
こ
ろ
鉱
泉
が
湧
出
し
て
い
る
。
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　　　　　　　　ヂ！　▲　 ∩中富温泉西
　　　　　　．〆・　　。》　　馬
　　　　　ノ　　　　　　　　　　　リ
　　　　／　　　　　　手打沢温泉　◎　　　　、

　　　　ゴ

富士瓢・》讐切1
　　　△　　　　　　　　　　　　　　　石　　　、　下田原

，、1試、糞☆●

▲未利用　　　　・　　　　　　、、　　　　，「

※交通　　　　　　　　　　　　　　’㍉、，’
　山交大塩行　　　　　　　　　　　　　　　’1

　　　　　　　　　　　　　　　　監

　　　　　中富町の温泉

　
本
町
の
温
泉
は
、
下
部
累
層
・
烏
森
山
累
層
の
砂
岩

・
頁
岩
な
ど
の
小
割
目
か
ら
湧
出
し
て
い
る
。
こ
の
割

目
は
、

底
部
か
ら
湧
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
曙
礫
岩
と
接
触
す
る
部
分
で
曙
礫
岩
層
を
滲
透
し
た
地
下
水
が
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種
々
の
鉱
物
成
分
（
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・
ナ

ト
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
・
硫
酸
・
燐
酸
・
硫
化
水
素
・
鉄

分
な
ど
）
を
溶
か
し
た
低
温
（
摂
氏
一
五
度
）
の
鉱
泉
で
あ
る
。

　
　
中
富
町
温
泉
の
湧
出
場
所
（
図
参
照
）

　
○
手
打
沢
　
三
か
所
利
用
（
手
打
沢
温
泉
・
中
富
温
泉
・
康
栄
閣
）

　
O
大
　
塩
　
未
利
用
（
大
塩
農
協
裏
の
沢
）

　
O
夜
子
沢
過
去
利
用
（
貝
化
石
の
あ
る
押
立
沢
、
鉄
分
多
し
）

手打沢温泉

O
遅
　
沢
　
利
　
　
用

○
上
田
原
　
過
去
利
用

　
鉱
泉
の
内
容

O
源
泉
名

O
泉
　
質

O
適
応
症

（
七
号
台
風
で
埋
ま
っ
た
が
現
在
復
旧
）

（
段
西
の
温
泉
、
甲
斐
国
志
に
記
述
）

泉温富中

手
打
沢
温
泉

単
純
泉
（
硫
化
水
素
臭
・
ア
ル
カ
リ
性
）

慢
性
痛
風
、
創
傷
、
慢
性
皮
膚
病
、
高
血
圧
、
神
経
症
、
胃
病

慢
性
婦
人
疾
患
な
ど
で
入
浴
、
ま
た
は
飲
用
す
る
と
効
果
が
あ

る
。
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O
源
泉
名

O
泉
　
質

○
適
応
症

O
源
泉
名

O
泉
　
質

○
適
応
症

中
富
温
泉

単
純
硫
化

水
素
泉

慢
性
く
つ

病
、
慢
性

痛
風
、
腺

病
、
諸
種

の
麻
痒
、

慢
性
鼻
咽

喉
お
よ
び

気
管
支
カ

タ
ル
、
慢

性
婦
人
病

梅
毒
、
鉛

お
よ
び
水

銀
中
毒
症

本
町
の
鉱
泉
は
、

康栄閣温泉（手打沢）

な
ど
に
効
果
が
あ
る
。

康
栄
閣

石
膏
泉

慢
性
関
節
リ
ュ
ウ
マ
チ
ス
、
神
経
痛
、
火
傷
、
創
傷
、
気
管
支

カ
タ
ル
、
痛
風
、
慢
性
便
秘
、
慢
性
皮
膚
病
、
痔
疾
、
麻
疹
な

ど
に
効
果
が
あ
る
。
特
に
こ
の
鉱
泉
は
ラ
ド
ン
の
含
有
が
あ
り

一
名
ラ
ヂ
ュ
ウ
ム
鉱
泉
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
手
打
沢
川
の
岸
辺
に
あ
り
、
春
の
若
葉
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の

声
、
夏
は
カ
ジ
カ
の
声
、
秋
の
モ
ミ
ジ
と
四
季
の
変
化
に
と
み
、

湯
治
客
に
風
情
を
そ
え
て
く
れ
る
。

○
源
泉
名
　
遅
沢
温
泉

　
　
　
（
志
坊
温
泉
）

○
泉
　
．
質
　
単
純
硫
化

　
　
　
　
　
水
素
泉

O
適
応
症
　
慢
性
皮
膚

　
　
　
　
　
病
、
神
経

　
　
　
　
　
症
、
慢
性

　
　
　
　
　
胃
腸
病
、

　
　
　
　
　
痔
疾
、
麻

　
　
　
　
　
疹
な
ど
に

　
　
　
　
　
効
果
が
あ

　
　
　
　
　
る
。

遅
沢
温
泉
は
か
つ
て
、

志
坊
温
泉
と
も
い
わ
れ
、

昭
和
四
六
年
末
新
築
改
修

さ
れ
た
。

　
早
川
橋
か
ら
徒
歩
五

分
、

山
菜
料
理
は

早
川
の
渓
流
に
望
み
静
か
な
温
泉
で
あ
る
。

遅沢温泉（遅沢）
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第
二
章
　
気

第
一
節
気
象
の
概
況

象

　
中
富
町
を
山
梨
県
の
気
候
区
分
に
よ
っ
て
み
る
と
、
多
雨
高
温
区
（
甲
府
盆

地
以
南
の
富
士
川
流
域
）
に
は
い
る
。
気
温
、
降
水
量
か
ら
み
る
と
別
表
の
よ

う
で
あ
る
。

　
年
平
均
気
温
は
一
四
・
五
度
で
、
甲
府
に
比
べ
る
と
、
O
・
三
度
高
く
、
南

部
町
と
比
べ
る
と
、
O
・
三
度
低
い
。
小
淵
沢
よ
り
三
・
八
度
、
山
中
湖
よ
り

五
、
六
度
高
い
気
温
で
あ
る
。

　
降
水
量
は
、
年
間
、
一
五
〇
七
デ
摺
で
、
甲
府
よ
り
二
六
八
ゴ
屑
多
く
、
南

部
町
よ
り
八
〇
九
デ
層
少
な
い
。

　
中
富
町
は
、
多
雨
高
温
区
に
属
す
る
が
、
降
水
量
は
こ
の
区
分
の
な
か
で
は

少
な
く
、
む
し
ろ
鰍
沢
町
の
属
す
る
平
雨
高
温
区
の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
本
町
が
西
側
に
富
士
見
山
、
東
側
に
御
坂
山
系
の
連
山
を
ひ
か

え
、
富
士
川
の
狭
谷
に
位
置
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
本
町
が
県
下
の
気
候
区
分
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
位
置
を
し
め
る
か

を
み
る
と
下
図
の
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
気
候
区
分
は
、
気
候
を
決
定
す
る
二
大
要
素
、
気
温
と
降
水
量
と
か
ら

山梨県気候区分図

O　 （4

小渕2尺

　　　　　　塩山　　（5）

　　　甲府o　　O

5）　　（1）　　　　O
　　　　　　　　　　　　大月
　　　O　　（3）　　　　（3
　　　鰍訳
　　　　　　　　　O（5）
　　　．．〆　　　　吉田

畿影・）

！　小雨高温区

2　多雨高温区

3　平雨高温区

4　小雨冷涼区
5　多雨冷涼区

区
分
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
1
、
小
雨
高
温
区
　
甲
府
盆
地

　
　
　
年
平
均
気
温
一
二
度
i
一
四
度
で
気
温
較
差
が
大
き
く
、
降
水
量
は
年

　
　
一
四
〇
〇
デ
以
下
で
、
非
常
に
乾
燥
し
、
内
陸
性
気
候
の
典
型
的
地
区
。

　
2
、
多
雨
高
温
区
　
甲
府
盆
地
以
南
の
富
士
川
流
域

　
　
　
年
平
均
気
温
一
四
度
以
上
で
年
間
の
降
水
量
は
二
〇
〇
〇
デ
を
こ
え
て

　
　
湿
度
が
高
く
、
気
候
温
和
で
積
雪
は
、
年
数
回
、
海
岸
的
気
候
に
近
い
地

　
　
区
。

　
3
、
平
雨
高
温
区
　
鰍
沢
・
大
月
・
上
野
原
を
中
心
と
し
た
桂
川
流
域
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年
平
均
気
温
一
二
度
ー
一
四
度
で
、
降
水
量
は
年
一
四
〇
〇
1
二
〇
〇

　
〇
、
、
ジ
で
多
分
に
内
陸
的
気
候
の
地
区
。

4
、
小
雨
冷
涼
区
　
八
ケ
岳
山
麓
、
甲
府
盆
地
以
北
の
山
岳
地
域

　
　
年
平
均
気
温
一
二
度
以
下
で
、
一
月
、
二
月
の
平
均
気
温
は
、
い
ず
れ

　
も
零
度
以
下
と
な
り
、
年
降
水
量
は
二
二
〇
〇
、
、
ジ
前
後
で
非
常
に
乾
燥
す

　
る
地
区
。

5
、
多
雨
冷
涼
区
　
富
士
五
湖
地
方
、
西
部
山
岳
地
帯
、
丹
波
川
上
流

　
　
年
平
均
気
温
一
一
度
以
下
で
、
一
月
、
二
月
の
平
均
気
温
は
零
度
以
下

　
と
な
り
、
降
水
量
二
〇
〇
〇
、
、
ヅ
を
突
破
す
る
地
区
。

第
二
節
気
象
要
素

一
　
気

O
　
気
温
の
年
変
化

温

　
一
般
に
い
わ
れ
る
、
春
暖
、
夏
暑
、
秋
涼
、
冬
冷
の
現
象
を
山
梨
県
気
象
年

報
に
よ
る
区
分
の
方
法
に
よ
っ
て
、
中
富
町
の
四
季
を
区
分
し
て
み
る
と
次
の

よ
う
で
あ
る
。
年
間
の
気
温
の
変
化
は
、
昭
和
三
二
年
ー
昭
和
四
〇
年
ま
で
の

九
年
間
の
甲
南
中
学
校
で
観
測
し
た
記
録
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
　
（
表
1
）

　
春
暖
期
　
気
温
が
O
度
以
上
、
三
〇
度
以
下
の
範
囲
内
で
変
化
す
る
期
間
。

　
夏
暑
期
　
最
高
気
温
が
連
旦
二
〇
度
を
必
ず
越
え
る
期
間
。

秋
涼
期
　
春
暖
期
と
同
様
。

中富町の気温の変化（1957～1965）表1

C最f氏タく益置I
L

チ
　
ド

ロ
　
リ
ず

ノ
し
致謎平B『

L

｝
　
r

■
　
－
｛
ぺ
し

ノ
メ高最A

冬冷期 春　暖　期 夏暑期 秋　冷　期

／／

／
〆
ゴ
〆 一ノ

＼
、

「…
1
馬

－
斗
1
－
4

ペ
　
ハ
　
　
ニ
　
　
　
　
キ
　

　
一
＼
、
　

　
、
、
一

￥
ヤ
＼
一

＼　
　
＼
＼
一

　
　
＼
　
一

　
＼
　
　
　
　
一

　
　
　

　
↑　
　
　

－
I
I
十
ー
1
・
－
上
下

　
　
　
［
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
一
　
　
　
一

　
　
　
一
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
［
　
　
　
一

　
　
　
一
　
　
　
一

！
　
　
　
一
　
　
一

　
4
　
　
一
　
　
皿

　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　

　
　
　
ム
／
　
㎜

　
　
’
●
一
必

　
　
　
皿
　
　
｝

プ
r

A

1211
1
（
）

9876543

　
　
　
、
－

／
　
　
ピ

酔
　
　
c

　
　
　
　
∩
／
一

　
　
　
　
1

30

　
2
5
　
　
2
0
　
　
1
5
　
　
1
0

5
　
　
　
　
　
0

冬
冷
期
　
最
低
気
温
が
必
ず
氷
点
下
に
下
が
る
期
間
。

　
　
ア
、
春
暖
期
を
次
の
一
一
一
期
に
区
分
で
き
る
。

oう

交
　
代
　
期

　
　
気
温
は
零
下
を
脱
し
て
強
く
上
昇
し
は
じ
め
、
日
中
の
最
高
気
温
は
二
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O
度
近
く
な
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
が
、
天
気
は
動
揺
し
や
す
く
、
暖
湿

　
　
で
南
風
の
快
晴
が
あ
る
か
と
思
え
ば
北
風
の
寒
冷
な
日
も
あ
る
。

　
ω
晩
霜
　
期

　
　
　
高
気
圧
性
の
快
晴
が
多
く
、
日
中
の
最
高
気
温
は
二
〇
度
を
越
え
、
初

　
　
夏
を
思
わ
せ
る
が
、
夜
間
は
急
に
気
温
が
低
下
し
て
時
に
結
霜
を
み
る
。

　
㈲
　
梅
　
雨
　
期

　
　
　
六
月
中
旬
よ
り
七
月
上
旬
ま
で
の
陰
湿
な
曇
天
、
雨
天
の
続
く
こ
の
期

　
　
は
、
気
温
が
や
や
低
め
と
な
り
、
日
照
時
間
は
き
わ
め
て
少
な
く
な
る
。

　
　
　
イ
、
夏
　
暑
　
期

　
こ
の
期
は
、
梅
雨
前
線
の
北
上
通
過
に
よ
り
、
陰
気
な
天
気
か
ら
解
放
さ
れ

て
本
格
的
な
夏
と
な
る
。
最
高
気
温
は
連
日
三
〇
度
を
必
ず
突
破
し
、
平
均
気

温
は
二
五
度
以
上
、
最
低
気
温
は
二
〇
度
以
下
に
な
ら
な
い
。
本
町
で
は
、
約

一
か
月
間
で
あ
る
。

　
　
　
ウ
、
秋
　
涼
　
期

　
こ
の
期
は
、
春
暖
期
と
同
様
で
気
温
は
○
度
よ
り
三
〇
度
の
間
で
変
化
し
本

町
で
は
約
四
か
月
間
こ
の
期
に
あ
た
る
。

　
　
　
エ
、
冬
　
冷
　
期

　
氷
点
上
の
み
で
変
動
す
る
こ
と
の
ま
っ
た
く
な
い
期
間
で
、
夜
間
は
必
ず
氷

点
下
に
下
が
る
。
十
二
月
上
旬
よ
り
二
月
中
旬
ま
で
の
約
二
か
月
で
あ
る
。

⇔
　
最
高
最
低
気
温

　
甲
南
中
学
校
観
測
所
で
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
か
ら
の
記
録
に
よ
る

と
、
最
高
の
極
は
、
昭
和
四
一
年
八
月
八
日
、
三
八
・
五
度
で
あ
り
、
最
低
の

極
は
、
昭
和
三
八
年
一
月
二
六
日
の
氷
点
下
一
二
度
で
あ
る
。
各
地
区
の
最
高

・
最
低
気
温
を
示
す
と
表
皿
（
4
9
ぺ
ー
ジ
）
の
よ
う
で
あ
る
。

　
最
高
年
平
均
で
は
、
身
延
・
南
部
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
甲
府
・
鰍
沢
と
比
較
す

る
と
O
・
二
度
高
い
気
温
で
あ
る
。

　
最
低
年
平
均
は
、
各
地
区
と
比
較
す
る
と
す
べ
て
低
く
、
南
部
よ
り
一
・
四

度
、
甲
府
よ
り
は
O
・
一
度
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
最
高
気
温
、
八
月
に
つ
い
て
み
る
と
、
三
二
度
で
各
地
区
よ
り
も
O
・
六
度

i
一
・
二
度
高
く
、
最
低
の
一
月
を
み
て
も
氷
点
下
三
・
九
度
で
各
地
区
よ
り

も
O
・
四
度
…
二
・
五
度
低
い
。
こ
れ
は
、
本
町
の
気
象
概
況
で
述
べ
た
よ
う

に
本
町
の
複
雑
な
地
形
に
よ
る
気
象
変
化
の
た
め
で
あ
る
。

　
夏
と
冬
と
の
温
度
差
を
み
る
と
、
本
町
が
三
五
・
九
度
、
甲
府
が
三
四
・
九

度
、
鰍
沢
が
三
四
・
三
度
、
身
延
が
三
三
・
五
度
、
南
部
が
三
二
・
二
度
で
あ

る
。
内
陸
的
気
候
と
さ
れ
て
い
る
甲
府
と
比
較
し
て
み
る
と
一
度
の
差
が
あ

る
。　
甲
府
盆
地
が
内
陸
性
の
気
候
と
い
う
が
、
夏
と
冬
の
気
温
差
だ
け
で
み
る
と

中
富
町
の
方
が
む
し
ろ
内
陸
的
な
気
候
だ
と
い
え
る
。
こ
の
現
象
を
も
う
す
こ

し
分
析
し
て
み
る
と
、
一
つ
に
は
観
測
所
の
あ
る
甲
南
中
学
校
の
位
置
の
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
背
後
に
権
現
山
を
背
負
い
、
前
は
富
士
川
、
下
田
原
山
と
い

う
、
気
象
現
象
で
最
も
影
響
を
受
け
や
す
い
条
件
に
あ
る
こ
と
や
、
日
照
時
間

・
風
向
な
ど
に
よ
る
現
象
も
、
一
つ
に
は
内
陸
的
な
現
象
を
生
み
出
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

二
　
降

水

量

中
富
町
の
月
別
平
均
降
水
量
は
表
皿
（
7
3
ベ
ー
ジ
）
の
よ
う
で
あ
る
。
四
月
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第二章気　　　　象

　　　　表旺　中富町の最高・最低気温と甲府・鰍沢・身延・南部との比較

　　　　　　　　　　　　　　　　中富（1957～1965）他（1951～1960）

全年121110987654321
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高
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中富町の天気現象日数（1957～1965）　　山梨県の気象（75年報）

決晴曝天
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5．7

5．8
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14．2

11．3
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6．61　　0．21　　5．31　88．61　37．61　83．61125．21152．50・OIO・75．3125．8全年

か
ら
十
月
ま
で
は
一
〇
〇
デ

以
上
の
降
水
量
が
あ
り
、
六

月
の
梅
雨
期
、
九
月
の
台
風

期
に
は
二
〇
〇
デ
以
上
の
降

水
量
が
あ
る
。

　
十
一
月
か
ら
三
月
ま
で
は

五
〇
1
七
〇
デ
で
割
合
降
水

量
が
少
な
く
な
い
。

　
中
富
町
の
最
大
降
水
日
量

は
昭
和
三
四
年
八
月
一
三

日
、
七
号
台
風
の
時
で
二
五

ニ
デ
層
を
記
録
し
て
い
る
。

降
水
日
量
の
最
大
は
表
W

（
7
5
ぺ
ー
ジ
）
の
と
お
り
で

あ
る
。

　
中
富
町
の
降
水
日
数
は
、

二
一
二
日
で
、
最
高
降
水
日

数
は
、
六
月
の
一
四
・
六
日

で
、
最
低
降
水
日
数
は
二
月

で
七
・
五
日
で
あ
る
。

73



き士
ロ心第一編地

三
　
積
雪
・
降
霜
・
結
氷

　
中
富
町
に
お
け
る
初
雪
は
平
年
は
一
二
月
三
〇
日
で
、
終
雪
は
三
月
五
日
で

初
終
間
日
数
は
六
五
日
間
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
ま
で
の
記
録
で
は
初
雪
が
昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
一
二
月

五
日
が
最
も
早
く
、
終
雪
は
昭
和
三
九
　
（
一
九
六
四
）
年
三
月
二
七
日
で
あ

る
。　
降
雪
日
数
は
、
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
i
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年

の
九
か
年
間
の
平
均
日
数
は
五
・
三
日
で
、
積
雪
の
最
高
は
昭
和
四
三
（
一
九

六
八
）
年
二
月
一
六
日
の
五
三
ノ
摺
で
あ
る
。
　
（
表
V
　
7
5
ぺ
ー
ジ
）

　
降
霜
は
、
天
気
現
象
日
数
表
の
よ
う
に
、
昭
和
三
二
年
－
昭
和
四
五
年
の
平

均
降
霜
日
数
は
、
八
八
・
六
日
で
、
平
年
初
霜
は
一
一
月
三
日
、
終
霜
は
四
月

七
日
で
あ
る
。
霜
が
早
か
っ
た
の
は
、
昭
和
三
七
（
一
九
六
三
）
年
一
〇
月
一

六
目
、
最
晩
霜
は
昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）
年
四
月
二
〇
日
で
あ
る
。

　
結
氷
日
数
は
平
年
八
三
・
六
日
で
、
一
二
月
、
一
月
の
結
氷
日
数
は
そ
れ
ぞ

れ
二
〇
日
以
上
で
あ
る
。
平
年
は
、
初
結
氷
は
一
一
月
二
五
日
、
終
結
氷
は
四

月
二
日
で
あ
る
。

　
い
ま
ま
で
に
最
も
早
い
結
氷
は
、
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
年
二
月
二

日
、
終
結
氷
日
は
、
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
四
月
二
日
で
あ
る
。

四
　
風

風
は
地
形
の
影
響
を
大
き
く
う
け
る
も
の
で
、
一
般
的
に
は
海
陸
風
（
日
中

中富町の月別平均降水量（1957～1965）妻皿
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山梨県の気象（75年報」

海
の
方
か
ら
陸
地

に
向
か
っ
て
吹
き
　
7
4

夜
間
、
陸
地
か
ら

海
に
向
か
っ
て
吹

く
風
）
、
山
谷
風

（
日
中
は
谷
間
か

ら
山
頂
に
向
か
っ

て
吹
ぎ
夜
間
は
山

頂
か
ら
平
地
に
向

か
っ
て
吹
お
ろ
き

す
風
）
、
季
節
風

（
夏
は
太
平
洋
か

ら
大
陸
に
向
か
っ

て
吹
く
南
東
風
、

冬
は
大
陸
か
ら
太

平
洋
に
向
か
っ
て

吹
く
北
西
の
風
）

な
ど
に
大
別
さ
れ

て
い
る
。

　
中
富
町
に
お
け

る
風
に
つ
い
て
み

る
と
、
富
士
川
に

沿
っ
た
方
向
で
の

風
と
富
士
見
山
か



中富町の月別最大降水量

　象

表狸

第二章気

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12　最多

㎜
年
日

　47

959

29

　58

958

　2

　65

967

21

　66

961

15

150

965

26

237

961

27

141

958

22

252

959

13

　　183

1958

　　26

101

959
　
1
8

　49

962

　3

　73

959

　2

　　252

959年
　8月
　13日

　　　　　　　　　　山梨県の気象（75年報

中富町の月別最深降積雪量
1211109

年　5。3

最深53cm
1968年2月

16日

0．4

　12

968

　15

78
」＿

6543

0．01．0

20

969

　　5

表V

　2

1。7

　　53

1968

　　16

2．2

20

962

　2

積雪平均日数

最深（cm）

　年
　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山梨県の気家丸75年報）

中富町の最大風速・平均風速および風が吹き易い方向推定表朋

開放方向
平均風速m／s
暖候期1寒候期

最大風速
　m／s

点地

2・32 北。南
山梨県の気象（75年報）

1．5820．7町富中

ら
の
山
風
、
逆
に
富
士
見
山
へ
の
谷
風
と
が
あ
る
。

　
本
町
の
地
形
は
複
雑
で
あ
る
た
め
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
方
向
は
一
定
し
て
い

な
い
。

　
風
向
・
風
速
に
つ
い
て
は
、
甲
府
、
河
口
湖
に
お
い
て
詳
細
な
記
録
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
、
毎
日
午
前
九
時
（
山
風
・
谷
風
の
交
替

期
）
の
記
録
に
も
と
づ
い
て
、
最
大
風
速
・
風
の
吹
き
易
い
方
向
を
推
定
し
て

い
る
。

　
上
の
表
（
表
M
）
は
甲
南
中
学
校
の
記
録
を
も
と
に
、
甲
府
地
方
気
象
台
で

推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
節
　
気
象
と
災
害

一
　
風

水

害

　
気
象
災
害
は
、
風
害
、
水
害
、
冷
害
、
凍
霜
害
、
干
ば
つ
、
地
震
、
ス
モ
ッ

グ
な
ど
、
自
然
現
象
が
原
因
と
な
っ
て
起
る
災
害
で
あ
る
。
風
水
害
に
つ
い
て

み
る
と
、
有
史
以
来
い
く
つ
か
の
災
害
が
記
録
と
し
て
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
武
尊
が
甲
斐
に
入
国
し
た
お
り
の
説
話
、
僧
行
基
の
養
老
年
間
（
七
一

八
年
ご
ろ
）
の
富
士
川
の
改
修
、
御
勅
使
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
甲
府
盆
地
が
大

湖
水
に
な
っ
た
天
長
二
（
八
二
五
）
年
の
記
録
、
そ
の
後
、
武
田
信
玄
在
世
時

代
、
特
に
天
文
年
間
（
一
五
四
〇
1
一
五
四
三
年
ご
ろ
）
の
洪
水
は
お
び
た
だ

し
い
も
の
が
あ
り
、
信
玄
の
治
水
工
事
の
一
つ
と
し
て
竜
王
町
に
「
信
玄
堤
」

が
現
在
も
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　第一編　地　　　　　誌

死者50名以上の風水害（山梨県）

233名　　明治40年8月21日～28日（1907年）　台　　風

174名　　昭和41年9月21日～25日（1966年）　26号台風

150名　　明治31年9月4日～7日（1898年）　台　　風

90名　　昭和34年8月12日～13日（1959年）　7号台風

50名　　大正元年9月22日～23日（1912年）　台　　風

　　　　　　　　　　　　　　　　　山梨県の気象（75年報）

者
者
者
者
者

死
死
死
死
死

1
　
　
2
　
　
3
　
　
4
　
　
5

　
明
治
以
後
、
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
、

三
一
（
一
八
九
八
）
年
と
大
風
水
害
が
あ
り
、

さ
ら
に
、
本
県
と
し
て
は
未
曽
有
と
い
わ
れ
る

大
水
害
が
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
、
明

治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
発
生
し
て
い
る
。

　
明
治
四
〇
年
の
大
水
害
は
、
二
つ
の
台
風
が

本
土
に
接
近
し
、
八
月
二
二
日
か
ら
二
八
日
ま

で
雨
が
降
り
続
き
、
甲
府
で
三
二
七
、
、
ヅ
層
、
南

部
四
六
九
、
、
グ
摺
、
鰍
沢
三
〇
五
ず
厨
、
大
月
七

一
八
デ
癖
な
ど
の
降
水
量
が
あ
り
、
風
は
甲
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
最
大
風
速
三
．
二
可
の
雨
台
風
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
県
下
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
中
富

町
も
相
当
の
降
水
量
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
台
風
で
県
下
で
は
二
三
三
名
の
死
者

が
あ
り
東
八
代
、
南
・
北
都
留
地
区
が
最
も
被

害
が
多
く
あ
っ
た
。
明
治
四
三
年
の
台
風
は
、

甲
府
で
は
八
月
三
日
か
ら
二
二
日
ま
で
の
一
二

日
間
の
う
ち
、
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
の
は
一
日

だ
け
で
あ
と
は
毎
日
降
り
続
き
総
雨
量
五
三
四

デ
厨
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
四
四
（
一
九
二
）
年
に
山
梨
県
の
総

面
積
の
三
分
ノ
一
に
当
る
山
林
が
恩
賜
林
と
し

て
下
賜
さ
れ
た
。

　
く
だ
っ
て
、
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
の
台

風
、
昭
和
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
九
月
二
一
日
－
二
六
日
の
台
風
に
お
い
て

は
、
本
町
手
打
沢
部
落
に
大
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

　
近
年
に
な
っ
て
、
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
八
月
一
二
日
－
一
四
日
に
は

台
風
七
号
が
本
県
を
縦
断
す
る
と
い
う
最
悪
の
日
を
迎
え
、
明
治
四
〇
年
以
来

の
大
災
害
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
年
の
九
月
二
六
日
に
は
超
大
型
台
風
で
あ

る
台
風
一
五
号
（
伊
勢
湾
台
風
）
が
名
古
屋
付
近
を
通
過
し
て
、
県
下
で
は
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
雨
量
四
八
七
・
阯
材
（
雨
畑
）
、
最
大
風
速
二
九
．
八
叫
（
甲
府
）
最
大
瞬
間

風
速
三
七
．
二
厨
（
甲
府
）
に
達
す
る
大
暴
風
と
な
っ
た
。

　
台
風
に
よ
る
災
害
の
内
容
は
第
七
編
第
三
章
第
一
節
を
参
照
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
次
に
台
風
七
号
の
状
況
に
つ
い
て
く
わ
し
く
の
べ
て
み
た
い
。

O
昭
和
四
三
年
八
月
の
台
風
七
号

　
台
風
七
号
は
、
八
月
一
〇
日
九
時
ご
ろ
、
マ
リ
ア
ナ
群
島
の
東
方
洋
上
に
一

〇
〇
六
デ
．
ハ
ー
ル
の
弱
い
熱
帯
性
低
気
圧
が
発
生
し
た
も
の
で
、
毎
時
二
〇
1

二
五
キ
。
研
の
速
さ
で
西
北
西
な
い
し
北
西
に
進
ん
だ
。
次
第
に
発
達
し
て
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
嘆
圧
は
九
六
〇
デ
．
ハ
ー
ル
、
中
心
付
近
の
最
大
風
速
は
四
五
厨
で
、
風
速
二

五
可
以
上
の
暴
風
半
径
は
一
一
〇
キ
。
摺
で
台
風
と
し
て
は
小
型
で
は
あ
る
が
中

心
付
近
の
風
は
猛
烈
な
も
の
に
成
長
し
て
、
一
三
日
の
夕
刻
に
は
毎
時
五
〇
キ
。

層
、
一
四
日
六
時
半
ご
ろ
富
士
川
河
口
付
近
に
上
陸
し
て
か
ら
は
速
度
が
六
〇

キ
。
厨
に
も
な
り
、
台
風
に
な
っ
て
か
ら
四
五
時
間
で
本
土
に
上
陸
し
て
し
ま
っ

た
。
上
陸
後
の
気
象
経
過
を
み
る
と
、
一
四
日
八
時
ご
ろ
本
県
は
大
暴
風
圏
に

は
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
台
風
の
進
路
は
別
図
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
富
士
川
河
口
付
近
に
六

時
半
ご
ろ
上
陸
し
、
七
時
に
は
南
部
町
付
近
、
八
時
に
は
八
ケ
岳
付
近
を
通
過
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台風7号降水量分布図
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第二章気　　　　象

台風7号による被害（山梨県）

数人分区

66

24

794

884

亡
明
傷

　
不
　
　
　
　
計

　
方
死
行
負

数戸分区

　　303

1，659

4，574

2，615

11，830

31，640

52，621

9，905

失
壊
壊
水
水
損
　
　
壊

流
　
浸
浸
破
計
損

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家

屋
　
　
上
下
部
、
住

　
　
　
　
　
　
　
　
4

家
全
半
床
床
一
　
非

山梨県の気象（75年報）

甲府での観測台風7号

日起

14日07時28分

14日07時25分

14日07時25分

測　値
　968．6mb

観

E　S　E　33。9m／s

E　S　E　42．2m／s

種　　　別
最低気圧（海面）

日最大風速
最大瞬間風速

12日～13日194．7㎜

13日160．7㎜

　　　　14日02時28分

　　　　14日02時44分

山梨県の気象（75年報）

20．4㎜

8．4㎜

総　　　量

日最大降水

1時間最大
10分間最大

降
　
水
　
量

し
て
一
〇
時
ご
ろ
に

は
日
本
海
に
ぬ
け
、

二
一
時
ご
ろ
に
は
沿

海
州
に
達
し
て
勢
力

が
衰
え
て
温
帯
性
低

気
圧
と
な
っ
た
。

　
こ
の
間
、
本
県
に

お
い
て
は
、
甲
府
で

は
東
南
東
三
三
・
九

　可
、
最
大
瞬
間
風
速

東
南
東
四
三
・
二

　耐
と
い
う
暴
風
が
吹

い
た
。

　
こ
れ
は
、
甲
府
地

方
気
象
台
創
設
以
来

の
記
録
で
あ
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も

風
の
た
め
屋
根
を
ふ

き
と
ば
さ
れ
た
り
、

倒
壊
し
た
家
屋
が
多

数
発
生
し
た
。

　
雨
量
は
上
図
の
よ

う
で
あ
る
が
、
台
風
　
7
7

六
号
が
八
日
か
ら
九



誌第一編地

日
に
か
け
て
通
過
し
た
後
だ
っ
た
た
め
に
、
本
州
南
岸
に
停
滞
し
て
い
た
前
線

が
活
発
化
し
、
一
二
日
一
〇
時
ご
ろ
か
ら
雨
が
降
り
出
し
て
道
志
村
で
は
、
一

三
日
一
時
間
に
八
O
デ
層
、
甲
府
で
二
〇
・
四
デ
層
、
南
部
で
一
三
日
二
一
二
時

か
ら
二
四
時
ま
で
に
三
五
・
七
f
層
、
一
四
日
六
時
か
ら
七
時
ま
で
の
一
時
間

に
六
〇
ヂ
層
の
降
水
量
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
昭
和
四
三
年
八
月
二
一
百
、
最
大
日
量
二
五
ニ
デ
層
の

降
水
量
を
記
録
し
て
甲
南
中
学
校
観
測
所
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
も
の
で
あ
っ

た
。　
本
県
の
降
水
量
は
、
甲
府
周
辺
か
ら
北
部
山
岳
地
帯
に
か
け
て
は
、
比
較
的

す
く
な
く
二
〇
〇
デ
屑
内
外
、
そ
の
他
の
地
域
は
三
〇
〇
1
四
〇
〇
デ
層
を
こ

え
、
特
に
道
志
川
、
早
川
流
域
お
よ
び
東
部
山
岳
地
帯
で
は
五
〇
〇
、
、
ジ
耕
以
上

に
達
し
、
大
蔵
沢
山
で
は
六
〇
三
デ
層
を
記
録
し
た
。

　
河
川
の
増
水
も
急
激
に
な
り
、
本
町
の
河
川
と
い
う
河
川
は
す
べ
て
氾
濫

し
、
堤
防
、
道
路
、
田
畑
な
ど
の
決
壊
、
地
す
べ
り
、
山
く
ず
れ
な
ど
い
ち
じ

る
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、
本
町
の
地
形
、
地
質
が
複
雑
で
あ
り
、
第
三

紀
の
や
わ
ら
か
い
堆
積
岩
相
で
あ
る
た
め
土
砂
の
崩
壊
、
流
出
が
多
量
に
行
な

わ
れ
た
。
現
在
、
手
打
沢
川
・
寺
沢
川
は
じ
め
本
町
の
中
小
河
川
は
土
木
工
事

が
完
成
し
た
が
、
こ
れ
は
昭
和
四
三
年
災
害
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
富
士
川
は
、
笛
吹
川
、
釜
無
川
の
増
水
に
よ
り
、
西
島
・
切
石
・
八

日
市
場
・
下
田
原
は
明
治
の
大
水
害
以
来
の
増
水
で
浸
水
家
屋
が
多
数
発
生
し

た
。
飯
富
地
区
は
、
早
川
の
増
水
で
、
合
流
点
の
流
水
が
停
滞
し
逆
流
す
る
ほ

ど
の
状
況
で
あ
っ
た
。

O
そ
の
他
の
台
風

　
昭
和
三
四
年
九
月
二
三
日
ー
二
七
日
の
台
風
一
五
号
（
伊
勢
湾
台
風
）
は
、

サ
イ
パ
ン
島
北
東
方
お
よ
そ
一
五
〇
キ
・
層
に
発
達
し
、
二
六
日
潮
岬
に
上
陸
し

た
と
き
は
、
中
心
気
圧
九
二
九
・
ニ
デ
バ
：
ル
、
中
心
付
近
の
最
大
風
速
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

O
可
、
二
五
可
以
上
の
暴
風
半
径
三
四
〇
キ
。
屑
、
毎
時
六
〇
キ
。
材
と
い
う
大
型

台
風
で
六
時
間
あ
ま
り
で
日
本
本
土
を
縦
断
し
て
多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
。　
本
県
に
お
い
て
は
、
早
川
流
域
に
集
中
豪
雨
が
あ
り
、
奈
良
田
三
三
八
f
層

雨
畑
三
八
八
デ
屑
、
御
殿
山
三
七
三
デ
㌶
な
ど
で
、
二
六
日
の
台
風
通
過
の
日

最
大
降
水
量
の
記
録
を
の
こ
し
て
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
台
風
七
号
の
あ
と
で
災
害
が
増
加
し
て
い
っ
た
。

　
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
九
月
に
台
風
二
四
・
二
五
・
二
六
号
が
続
い
て

発
生
し
、
台
風
二
十
六
号
は
本
県
を
通
過
し
、
南
都
留
郡
足
和
田
村
に
大
災
害

を
も
た
ら
し
、
本
町
に
お
い
て
も
雁
木
部
落
の
土
砂
く
ず
れ
で
家
屋
の
倒
壊
、

死
者
一
名
の
被
害
を
は
じ
め
、
多
く
の
災
害
を
も
た
ら
し
た
。

二
　
地

震

地
震
の
起
こ
る
原
因
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
学
説
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
ω
断
　
　
層
　
　
説

　
地
殻
は
造
山
運
動
に
よ
っ
て
次
第
に
歪
み
を
生
じ
大
き
な
力
を
受
け
て
い

る
。　
こ
の
力
が
あ
ま
り
に
大
き
く
な
っ
て
地
殻
が
そ
の
力
を
さ
さ
え
ぎ
れ
な
く
な
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る
と
地
殻
の
そ
の
部
分
に
割
れ
目
を
生
じ
る
。
こ
の
時
の
衝
動
が
周
囲
に
波
及

す
る
の
が
地
震
で
あ
り
、
そ
の
時
生
じ
た
割
れ
目
が
断
層
で
あ
る
と
い
う
説
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
し
よ
う

　
　
　
②
岩
漿
貫
入
説

　
地
殻
内
部
の
岩
漿
は
、
物
理
的
に
不
安
定
な
状
態
に
あ
る
の
で
そ
の
一
部
が

気
化
し
た
り
、
凝
固
し
た
り
、
結
晶
し
た
り
す
る
と
体
積
が
急
に
増
減
す
る
の

で
、
圧
力
も
変
わ
り
、
地
殻
に
弱
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
そ
こ
に
割
れ
目
を
つ
く

り
、
岩
漿
が
貫
入
す
る
。
こ
の
衝
撃
が
地
震
の
原
因
で
あ
る
と
い
う
説
で
あ

る
。　
　
　
㈹
　
岩
漿
爆
発
説

　
岩
漿
貫
入
説
に
ち
ょ
っ
と
に
か
よ
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
地
殻
の
弱
い
と
こ

ろ
に
岩
漿
が
貫
入
し
て
爆
発
を
お
こ
す
、
こ
の
衝
撃
で
地
震
が
お
こ
る
と
い
う

説
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
地
震
が
起
こ
る
原
因
に
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
甲
府
気
象
台
の

震度別有感地震回数

　（気象50年報）

回数度震

9。0

2．7

1．5

0．5

0．3

0．0

震
震
震
震
震
震

微
軽
弱
中
強
烈

24．0計

な
わ
ち
、
有
感
地
震
は
年
に
二
四
回
程
度
あ
り
、

も
の
は
年
一
回
程
度
で
あ
る
。

　
記
録
に
よ
る
と
、
人
体
に

感
ず
る
も
の
、
感
じ
な
い
も

の
の
合
計
は
一
年
間
に
多
い

年
で
は
一
五
〇
〇
回
も
あ

る
。
こ
の
う
ち
人
体
に
感
ず

る
も
の
だ
け
を
震
度
別
に
年

間
の
平
均
を
出
し
て
み
る

と
、
表
の
よ
う
で
あ
る
。
す

こ
の
う
ち
相
当
強
く
感
ず
る

　
甲
府
気
象
台
が
地
震
観
測
開
始
以
来
も
っ
と
も
強
く
感
じ
た
の
は
、
大
正
一

二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
お
よ
び
翌
二
一
一
年
一
月
一
五
日

の
丹
沢
山
地
震
で
、
と
も
に
震
度
は
烈
震
で
、
県
内
に
被
害
を
生
じ
た
。
関
東

大
震
災
の
時
に
は
、
石
塔
が
た
お
れ
た
り
、
余
震
な
ど
の
た
め
、
「
か
や
」
を

外
に
つ
っ
て
夜
を
過
ご
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
南
巨
摩
郡
も
激
甚
地
で
死
者

三
名
、
負
傷
者
一
三
名
、
住
家
全
壊
八
Ω
尺
半
壊
三
四
六
戸
で
、
そ
の
被
害

の
大
部
分
は
鰍
沢
町
で
あ
っ
た
。

　
西
八
代
郡
は
比
較
的
軽
微
で
、
死
者
二
名
（
古
関
）
負
傷
者
二
名
（
高
田
）

住
家
全
壊
七
戸
、
半
壊
四
八
戸
で
あ
っ
た
（
大
正
山
梨
県
誌
）
。
次
は
明
治
四

二
（
一
九
〇
九
）
年
八
月
一
四
日
の
近
江
の
姉
川
地
震
で
震
度
は
強
震
で
あ
っ

た
。

三
そ
の
他
の
災
害

　
風
水
害
に
続
い
て
の
自
然
の
災
害
は
、
雪
害
で
あ
る
。
春
先
き
降
る
「
ボ
タ

ソ
雪
」
と
い
わ
れ
る
重
い
雪
に
よ
っ
て
竹
・
杉
・
檜
な
ど
の
雪
折
れ
に
よ
る
被

害
で
あ
る
。
昭
和
四
四
年
に
は
二
回
に
わ
た
っ
て
こ
の
雪
害
が
あ
り
、
七
－
八

年
生
か
ら
一
五
年
生
の
杉
・
檜
に
多
く
の
雪
折
れ
の
被
害
が
あ
っ
た
。

　
霜
害
も
、
晩
霜
に
よ
っ
て
桑
の
芽
、
バ
レ
イ
シ
ョ
の
若
芽
な
ど
に
被
害
を
あ

た
え
る
年
も
あ
る
。
ま
た
、
初
霜
に
よ
る
野
菜
類
な
ど
の
被
害
も
あ
る
。

　
干
ば
つ
は
、
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
五
〇
余
日

の
日
照
り
が
続
き
、
農
作
物
に
多
く
の
被
害
を
あ
た
え
た
。
年
に
よ
っ
て
は
、

ひ
ょ
う
害
の
あ
る
年
も
あ
る
。
冷
害
に
よ
る
稲
の
被
害
な
ど
も
時
に
あ
る
。
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第
一
節
中
富
町
の
植
物

　
中
富
町
は
気
候
的
に
は
多
雨
高
温
区
に
属
し
て
い
る
。
地
形
は
、
富
士
見
山

（一

四
〇
嫡
）
と
、
起
伏
の
多
い
台
地
と
、
そ
の
間
に
は
さ
ま
れ
た
河
岸
段

丘
を
も
っ
谷
川
筋
の
平
地
と
、
富
士
川
と
そ
の
両
岸
に
発
達
す
る
沖
積
の
平
地

シア

と
に
わ
け
ら
れ
る
。
地
質
は
、
富
士
見
山
を
構
成
す
る
櫛
形
山
累
層
と
富
士
川

層
群
・
御
坂
層
群
（
下
田
原
・
宮
木
を
構
成
す
る
地
質
）
と
か
ら
成
り
立
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
、
自
然
条
件
に
よ
っ
て
植
物
の
生
育
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
っ

た
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

　
本
町
の
植
物
を
概
観
し
て
み
る
と
、
暖
地
性
植
物
が
多
く
、
寒
地
性
植
物
も

み
ら
れ
、
富
士
見
山
に
は
亜
寒
帯
性
植
物
が
あ
る
。

　
本
町
の
植
物
を
、
富
士
川
沿
い
、
中
間
地
帯
の
丘
陵
地
と
平
地
、
富
士
見
山

の
植
物
に
わ
け
て
そ
の
生
育
の
状
況
を
概
観
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
　
富
士
川
沿
い
の
植
物

　
富
士
川
の
沖
積
地
（
砂
礫
）
や
、
川
沿
い
に
生
育
す
る
植
物
は
多
種
多
様
で

あ
る
が
、
群
落
を
な
し
て
自
生
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
オ
オ
マ
ッ
ヨ
イ
グ
サ
、
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
ア
レ
チ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
（
ア
カ
バ

ナ
科
）
、
カ
ワ
ラ
ハ
ハ
コ
、
カ
ワ
ラ
ヨ
モ
ギ
、
オ
ト
コ
ヨ
モ
ギ
、
ン
メ
リ
カ
セ

ン
ダ
ン
グ
サ
、
カ
ワ
ラ
ニ
ガ
ナ
、
コ
メ
ナ
モ
ミ
（
キ
ク
科
）
、
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ

コ
、
フ
ジ
ナ
デ
シ
コ
、
フ
シ
グ
ロ
（
ナ
デ
シ
コ
科
）
、
マ
メ
グ
ン
バ
イ
ナ
ズ
ナ

（
ア
ブ
ラ
ナ
科
）
、
ノ
イ
バ
ラ
（
バ
ラ
科
）
、
カ
モ
ジ
グ
サ
、
ギ
ョ
ウ
ジ
シ
バ
、

チ
ガ
ヤ
、
ガ
マ
ノ
ホ
グ
サ
（
イ
ネ
科
）
な
ど
で
あ
る
。



物第三章生

モギヨラワカ

二
　
中
間
地
帯
の
丘
陵
地
と
平
地
の
植
物

　
本
町
の
中
間
地
域
（
三
〇
〇
i
六
〇
〇
厨
）
は
起
伏
の
多
い
丘
陵
地
帯
で
、

植
林
に
よ
る
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ッ
の
人
工
林
と
、
ク
ヌ
ギ
、

ナ
ラ
な
ど
の
落
葉
樹
と
、
モ
ミ
、
ツ
ガ
な
ど
の
常
緑
樹
の
自
生
樹
木
と
、
そ
の

中
に
自
生
す
る
ツ
ツ
ジ
、
ウ
ツ
ギ
な
ど
の
灌
木
と
下
草
類
と
で
あ
り
、
湿
地
の

岩
肌
や
、
沢
沿
い
の
日
陰
に
は
シ
ダ
類
も
群
生
し
て
い
る
。

尾羽根平の人工林（宮木）

常晶堂の宿り木（寺沢）

　
　
　
O
常
　
緑
　
樹
　
木

　
本
町
の
常
緑
樹
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
マ
ツ
な
ど
の
植
林
に
よ
る
も
の
を
の

ぞ
け
ば
、
落
葉
樹
林
の
中
に
自
生
し
て
い
る
も
の
で
種
類
は
あ
ま
り
多
く
な
く

お
も
な
も
の
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
モ
ミ
、
ツ
ガ
、
ア
カ
マ
ツ
、
ク
・
マ
ッ
（
マ
ッ
科
）
、
シ
ラ
カ
シ
、
ア
カ
カ

シ
、
ウ
ラ
ジ
・
（
ブ
ナ
科
）
、
カ
ヤ
（
イ
チ
イ
科
）
、
ッ
バ
キ
（
ツ
バ
キ
科
）

な
ど
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
町
に
は
竹
林
が
あ
る
が
、
甲
斐
国
志
に
「
竹
ノ
美
ナ
ル
ハ
（
中
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クルミの花房

略
）
河
内
領
ノ
矢
細
工
村
等
ナ
リ
、
公
林
ハ
所
レ
在
堤
防
二
多
シ
云
々
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
矢
細
工
の
地
名
の
起
こ
り
も
、
今
は
見
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
六
郷
町
楠
甫
、
西
島
岩
崎
の
川
沿
い
、
寺
沢
・
夜
子
沢
川
の
河
口
は
公
林

と
し
て
、
水
防
の
役
目
を
は
た
し
た
も
の
で
あ
る
。
マ
ダ
ケ
、
ハ
チ
ク
、
モ
ウ

ソ
ウ
チ
ク
、
ホ
テ
イ
チ
ク
、
ク
ロ
チ
ク
な
ど
の
自
生
林
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。　

　
　
O
落
　
葉
　
樹
　
木

　
本
町
の
山
林
と
い
わ
れ
る
の
は
、
人
工
林
（
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
マ
ツ
、
カ
ラ

モクゲンジ（早川橋付近）

マ
ツ
）
を
除
く
と
ほ
と
ん
ど
が
、
ク

ヌ
ギ
、
ナ
ラ
を
中
心
と
す
る
落
葉
樹

　
　
　
　
　
　
　
ぞ
う
き

林
と
、
そ
の
中
に
雑
木
と
い
わ
れ
る

シ
デ
、
　
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
が
ま
ざ
っ
て

自
生
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
く
る
み

　
甲
斐
国
志
に
「
胡
桃
、
諸
村
ニ
ア

リ
、
河
内
ヨ
リ
出
ズ
云
々
」
、
「
桐

ハ
河
内
領
二
多
シ
云
々
」
と
記
さ
れ

て
い
る
が
戦
後
一
時
桐
の
増
植
も
行

な
わ
れ
た
。

　
珍
し
い
植
物
と
し
て
本
町
中
山
出

身
の
長
沢
幸
雄
（
現
若
草
町
）
の
調

査
に
よ
る
、
モ
ク
ゲ
ン
ジ
（
ム
ク
ロ

ジ
科
）
が
本
町
の
三
ッ
石
早
川
橋
際

の
標
高
二
四
〇
1
三
〇
〇
材
の
烏
森

山
累
層
の
安
山
岩
質
凝
灰
角
礫
岩
上

に
群
落
を
な
し
て
自
生
し
て
い
る
。

　
モ
ク
ゲ
ン
ジ
は
、
日
本
植
物
誌
に
よ
る
と
「
落
葉
高
木
に
し
て
、
若
枝
に
往

々
短
毛
あ
り
、
葉
は
長
さ
二
五
ー
三
〇
野
層
、
長
さ
三
－
八
ノ
耕
の
柄
あ
り
、

若
時
通
常
下
面
に
短
軟
毛
あ
り
、
小
葉
は
無
柄
、
卵
形
に
し
て
草
質
、
長
さ
四

－
一
〇
ノ
屑
、
幅
三
－
五
ノ
材
、
粗
に
不
整
の
欠
刻
ま
た
は
粗
鋸
歯
あ
り
、
往

々
羽
状
に
分
裂
し
、
無
柄
ま
た
は
稽
無
柄
、
鋭
尖
頭
ま
た
は
鋭
頭
、
花
序
は
総

状
花
序
、
花
は
径
一
ノ
層
、
黄
色
で
小
梗
あ
り
、
萌
果
は
、
洋
紙
質
、
三
片
に

裂
用
し
三
角
状
卵
形
、
種
子
は
、
径
約
七
ヂ
耕
に
な
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

82



物第三章生

～
Σ
80

　0

0＆迦
；画道52号線

早
川
橋

←柳警

QO
　　Q。蝿⑤・F均根囲1）5（〉cη夢51株

⑨根囲り91）σηlr最ノく株）

モクゲンジ分布図型樹

　
ま
た
、
モ
ク
ゲ
ン
ジ
が
珍
し
い
の
は
本
州
（
但
馬
・
越
前
・
周
防
）
の
海
岸

に
野
生
状
の
も
の
が
あ
り
、
中
国
、
朝
鮮
等
に
多
く
分
布
す
る
。
い
わ
ゆ
る
日

本
海
側
に
分
布
本
拠
を
も
つ
植
物
分
類
地
理
学
上
の
内
帯
要
素
に
数
え
ら
れ
る

本
種
が
太
平
洋
側
（
外
帯
）
の
本
地
域
に
分
布
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
本
県

に
少
数
で
は
あ
る
が
芦
川
渓
谷
に
分
布
し
て
い
る
が
、
早
川
橋
際
の
群
落
に
は

お
よ
ば
な
い
。

　
文
化
庁
の
全
国
植
物
調
査
委
員
会
で
昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
山
梨
県
の

調
査
を
す
す
め
て
い
る
が
、
本
群
落
を
学
術
上
貴
重
な
も
の
と
し
て
天
然
記
念

物
に
指
定
す
る
よ
う
長
沢
幸
雄
が
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
、
ヒ
メ
グ
ル
ミ
（
ク
ル
ミ
科
）
、

ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
、
ハ
ン
ノ
キ
、
イ
ヌ
シ
デ
、
ア
カ
シ
デ
（
カ
バ
ノ
キ
科
）
、
ヌ

ル
デ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
（
ウ
ル
シ
科
）
、
ネ
ム
ノ
キ
（
マ
メ
科
）
、
ム
ク
ノ
キ
、

ケ
ヤ
キ
（
ニ
レ
科
）
、
タ
ラ
ノ
キ
、
ハ
リ
ギ
リ
（
ウ
コ
ギ
科
）
、
ク
リ
、
ブ
ナ
、

コ
ナ
ラ
、
、
・
・
ズ
ナ
ラ
（
ブ
ナ
科
）
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
（
バ
ラ
科
）
、

ト
チ
ノ
キ
（
ト
チ
ノ
キ
科
）
、
ナ
ツ
ツ
バ
キ
（
ッ
バ
キ
科
）
、
ウ
リ
カ
エ
デ
、

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
（
カ
エ
デ
科
）
。

　
　
　
O
灌
　
　
　
　
　
木

　
常
緑
樹
や
、
落
葉
樹
の
中
に
自
生
す
る
灌
木
類
は
種
類
が
多
く
、
お
も
な
も

の
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
ニ
ガ
キ
（
ニ
ガ
キ
科
）
、
ッ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
、
ニ
シ
キ
ギ
、
ツ
ル
マ
サ
キ

（
ニ
シ
キ
ギ
科
）
、
ア
セ
ビ
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
ナ
ツ
ハ
ゼ
（
ツ
ツ
ジ
科
）
、
ニ

ワ
ト
コ
、
ニ
シ
キ
ウ
ツ
ギ
、
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
（
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
）
、
イ
ボ
タ
ノ

キ
、
ヒ
イ
ラ
ギ
（
モ
ク
セ
イ
科
）
、
タ
マ
ア
ジ
サ
イ
、
ウ
ツ
ギ
、
ヒ
メ
ウ
ツ

ギ
、
タ
マ
ア
ジ
サ
イ
（
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
）
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
（
ヤ

ブ
コ
ウ
ジ
科
）
、
ナ
ツ
グ
ミ
、
ア
キ
グ
ミ
（
ア
キ
グ
ミ
科
）
、
ノ
ブ
ド
ウ
、
エ

ビ
ヅ
ル
、
ツ
タ
（
ブ
ド
ウ
科
）
、
イ
ヌ
ツ
ゲ
（
モ
チ
ノ
キ
科
）
、
ヤ
マ
ブ
キ
、

ノ
イ
バ
ラ
、
ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
（
バ
ラ
科
）
、
ハ
ゼ
ノ
キ
〔
カ
ツ
ノ
キ
、
メ
ン

ブ
シ
〕
　
（
ウ
ル
シ
科
）
。

　
　
　
O
下
　
　
草
　
　
類

　
本
町
の
山
林
の
下
草
と
し
て
繁
茂
す
る
植
物
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
生
育
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し
種
類
も
多
い
、
ほ
と
ん

ど
花
を
咲
か
せ
る
も
の
で

秋
の
七
草
な
ど
は
そ
の
代

表
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
甲
斐
国
志
に

「
土
歯
、
方
言
土
甘
草
ト

云
フ
、
夏
秋
ノ
間
土
中
ヨ

リ
生
シ
テ
香
気
を
発
ス
、

掘
リ
テ
此
ヲ
食
ス
極
メ
テ

甘
シ
、
河
内
ノ
岩
間
、
切

石
村
辺
二
産
ス
、
功
能
未
レ

詳
」
と
あ
る
。

　
甘
草
（
か
ん
ぞ
う
）
に

つ
い
て
は
、
広
辞
林
に
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。
　
「
甘
草
（
か
ん
ぞ
う
）

山ハ

ー
一
〇
〇
影
〆
M
川
、

は
藤
の
葉
に
似
て
い
る
。

ヤマブキ（矢細工）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
メ
科
の
多
年
草
、
中
国
北
部
に
自
生
し
、
高
さ
約

　
　
　
　
　
　
　
　
葉
は
互
生
し
羽
状
複
葉
で
数
個
の
小
葉
か
ら
な
り
、
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
は
蝶
形
で
淡
紅
色
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
咲
く
、

根
は
内
部
が
黄
色
で
甘
味
を
持
ち
、
医
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
、
ま
た
、
汁
は
甘

味
を
つ
け
る
の
に
使
わ
れ
る
。
ア
マ
キ
、
ア
マ
ク
サ
、
ス
ペ
イ
ン
カ
ン
ゾ
ウ
、

ロ
シ
ア
カ
ン
ゾ
ウ
、
シ
ベ
リ
ヤ
カ
ン
ゾ
ウ
な
ど
が
あ
る
。
」
こ
の
こ
と
で
あ
る

か
は
っ
き
り
し
な
い
、
ま
た
、
ク
ヌ
ギ
林
の
土
中
に
大
き
い
の
で
径
四
ノ
層
の

褐
色
を
し
た
玉
状
の
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
く
だ
い
て
た
べ
る
と
甘
い
味
が

し
、
カ
ソ
ロ
と
い
っ
て
食
べ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
ヤ
マ
ト
リ
カ

ブ
ト
、
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
、
ボ
タ
ン
ズ
ル
、
ア
キ
カ
ラ
マ
ツ

ソ
ウ
、
オ
ウ
レ
ン
、
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ズ
ル
、
ク
サ
ボ
タ
ン
（
キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン

科
）
、
ヤ
マ
ユ
リ
、
ナ
ル
コ
ユ
リ
、
チ
ゴ
ユ
リ
、
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
、
ノ
カ
ン
ゾ

ウ
、
ギ
ン
ラ
ソ
、
シ
ュ
ン
ラ
ン
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
ヤ
マ
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
ツ
ク
バ

ネ
ソ
ウ
（
ユ
リ
科
）
、
オ
ニ
ド
コ
・
、
ヤ
マ
ノ
イ
モ
（
ヤ
マ
ノ
イ
モ
科
）
、
キ

ン
ミ
ズ
ヒ
キ
、
ヤ
ブ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
、
ク
サ
イ
チ
ゴ
、
シ
モ
ツ
ケ
（
バ
ラ
科
）
、

ミ
ツ
バ
、
ヤ
ブ
ニ
ン
ジ
ン
、
ウ
マ
ノ
ミ
ツ
バ
（
セ
リ
科
）
、
リ
ン
ド
ウ
、
フ
デ

リ
ン
ド
ウ
、
ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
（
リ
ソ
ド
ウ
科
）
、
ア
キ
ノ
タ
ム
ラ
ソ
ウ
、
ジ
ュ

ウ
ニ
ヒ
ト
エ
、
ヤ
マ
ハ
ッ
カ
、
ウ
ツ
ボ
グ
サ
、
テ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
、
　
シ
モ
バ
シ

ラ
、
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
（
シ
ソ
科
）
、
ヤ
ブ
ミ
ョ
ウ
ガ
（
ツ
ク
ク
サ
科
）
、
ア
カ

シ
ョ
ウ
（
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
）
キ
ヌ
タ
ソ
ウ
、
ア
カ
ネ
、
ク
ソ
カ
ヅ
ラ
（
ア
カ
ネ

科
）
、
ス
イ
カ
ヅ
ラ
（
ス
イ
カ
ヅ
ラ
科
）
カ
ラ
ス
ウ
リ
（
ウ
リ
科
）
、
キ
ッ
コ

ウ
ハ
グ
マ
、
ノ
コ
ン
ギ
ク
、
リ
ュ
ウ
ギ
ク
、
ホ
ソ
バ
ノ
コ
ウ
ヤ
ボ
ウ
キ
、
コ
ウ

ヤ
ボ
ウ
キ
、
ヤ
ブ
タ
ラ
ビ
コ
、
ヤ
ク
シ
ソ
ウ
、
セ
ン
ボ
ン
ヤ
リ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
バ

ナ
、
サ
ジ
ガ
ン
ク
ビ
ソ
ウ
、
ヤ
ブ
タ
バ
コ
、
オ
ケ
ラ
、
ノ
ギ
ク
、
　
モ
、
・
・
ジ
ガ

サ
、
シ
ロ
ヨ
メ
ナ
、
タ
イ
ア
ザ
ミ
、
ノ
ブ
キ
（
キ
ク
科
）
、
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ

ン
、
ツ
ル
ニ
ン
ジ
ン
、
キ
キ
ョ
ウ
（
キ
キ
ョ
ウ
科
）
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
、
オ
ト
コ

ナ
エ
シ
（
オ
ミ
ナ
エ
シ
科
）
、
キ
ッ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
、
ナ
ツ
ズ
イ
セ
ン
（
ヒ
ガ

ン
バ
ナ
科
）
、
シ
ャ
ガ
（
ア
ヤ
メ
科
）
、
ア
ッ
モ
リ
ソ
ウ
、
ウ
マ
ガ
エ
ソ
ウ
、

オ
オ
バ
ノ
ト
ン
ボ
ソ
ウ
（
ラ
ン
科
）
、
コ
ア
カ
ソ
（
イ
ラ
ク
サ
科
）
、
カ
ン
ア

オ
イ
、
ラ
ン
ヨ
ウ
ア
オ
イ
（
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
科
）
、
マ
ル
バ
ス
、
・
・
レ
、
タ
チ

ツ
ボ
ス
ミ
レ
（
ス
ミ
レ
科
）
、
ミ
ヤ
マ
キ
ケ
ン
マ
、
ヤ
ブ
キ
ソ
ウ
（
ケ
シ
科
）

ル
リ
ソ
ウ
、
ヤ
マ
ル
リ
ソ
ウ
（
ム
ラ
サ
キ
科
）
、
ヒ
ヨ
ド
リ
ジ
ョ
ウ
ゴ
、
ハ
タ
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ウドンリムラサキツツジ（曙）

カ
ホ
ウ
ズ
キ
、
ハ
シ
リ
ド
コ
・
（
ナ
ス
科
）
、
テ
イ
カ
ヅ
ラ
（
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト

ウ
科
）
、
ク
ガ
イ
ソ
ウ
（
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
）
、
ヤ
ブ
マ
メ
、
ヌ
ス
ビ
ト
ハ

ギ
、
ノ
サ
サ
ゲ
、
コ
マ
ッ
ナ
ギ
、
ナ
ン
テ
ン
ハ
ギ
、
フ
ジ
、
ヤ
マ
ハ
ギ
（
マ
メ

科
）
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
（
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
）
、
ミ
ズ
ダ
マ
ソ
ウ
（
ア
カ
ハ
ナ
科
）
、

イ
カ
リ
ソ
ウ
（
ネ
ギ
科
）
、
ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ
（
サ
ト
イ
モ
科
）
、
ナ
キ
リ
ス
ゲ

（
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
）
、
チ
ヂ
ミ
ザ
サ
（
イ
ネ
科
）
で
あ
る
。

　
　
　
O
路
傍
、
田
畑
の
植
物

　
本
町
の
道
路
わ
き
、
田
や
畑
の
草
む
ら
、
庭
さ
き
、
水
辺
な
ど
に
自
生
す
る

雑
草
で
、
ペ
ン
ペ
ン
グ
サ
、
モ
チ
グ
サ
な
ど
の
よ
う
に
方
言
で
呼
ば
れ
る
も
の

や
、
外
国
か
ら
き
た
帰
化
植
物
な
ど
、
名
も
知
ら
な
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
お
も
な
も
の
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
・
路
傍
、
草
む
ら
な
ど
の
植
物

　
ド
ク
ダ
ミ
（
ド
ク
ダ
ミ
科
）
、
ゲ
ン
ゲ
、
ヤ
ハ
ズ
ソ
ウ
、
ウ
マ
ゴ
ヤ
シ
、
、
・
・

ヤ
コ
グ
サ
、
ム
ラ
サ
キ
ッ
ユ
ク
サ
、
シ
ロ
ツ
メ
グ
サ
、
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
、

ス
ズ
メ
ノ
エ
ン
ド
ウ
（
マ
メ
科
）
、
ミ
チ
ヤ
ナ
ギ
、
イ
タ
ド
リ
、
サ
ナ
エ
タ
デ
、

イ
ヌ
タ
デ
、
オ
オ
イ
ヌ
タ
デ
、
ス
イ
バ
（
タ
デ
科
）
、
ヨ
モ
ギ
、
ヨ
メ
ナ
、
ノ

コ
ン
ギ
ク
、
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
ア
メ
リ
ヵ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
、

ハ
ル
ジ
ョ
オ
ン
、
ハ
ハ
コ
グ
サ
、
ア
キ
ノ
ハ
ハ
コ
グ
サ
、
ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ
、
ジ

シ
バ
リ
、
オ
ニ
ノ
ゲ
シ
、
ノ
ゲ
シ
、
ヒ
メ
ジ
ョ
ン
、
ヤ
ナ
ギ
ヒ
メ
ジ
ョ
ン
、
ヒ

メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
、
ノ
ボ
ロ
ギ
ク
、
ベ
ニ
バ
ナ
ボ
ロ
ギ
ク
、
タ
ン
ポ
ポ
（
キ
ク

科
）
、
シ
パ
、
エ
ノ
コ
p
グ
サ
、
キ
ン
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
、
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ

ラ
、
カ
モ
ジ
グ
サ
、
コ
ヌ
カ
グ
サ
、
コ
ブ
ナ
グ
サ
、
カ
ラ
ス
ム
ギ
、
ヒ
メ
ア
ブ

ラ
ス
ス
キ
、
ギ
ョ
ウ
ギ
シ
バ
、
チ
ガ
ヤ
、
メ
ヒ
シ
バ
、
オ
ヒ
シ
バ
、
チ
カ
ラ
シ

バ
、
ス
ス
キ
、
イ
ヌ
ビ
エ
（
イ
ネ
科
）
、
ヵ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
、
コ
ゴ
メ
ヵ
ヤ
ッ
リ
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灘
　
　
、
　
「

　　繋
灘購

濾ρ

～漣i繋

齢
、
、

、
逼

　　難灘灘、
凝

スミレ・タンポポ（曙）

　
鰯

離
選

，
謬

4
　
醇
？
壕
嚢
』
、
臼

縣

諫

（
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
）
、
ヒ
ナ
タ
イ
ノ
コ
ズ
チ
、
イ
ヌ
ビ
エ
（
ヒ
エ
科
）
、
ト

ウ
ダ
イ
グ
サ
、
ニ
シ
キ
ソ
ウ
、
コ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
、
コ
ミ
カ
ン
ソ
ウ
（
ダ
イ
ク
サ

科
）
、
タ
テ
ハ
コ
ベ
ッ
メ
ク
サ
、
ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ
、
ウ
シ
ハ
コ
、
、
へ
、
ハ
コ
、
、
へ

（
ナ
デ
シ
コ
科
）
、
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
（
ス
、
、
ヘ
リ
ヒ
ユ
科
）
、
セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
（
キ

ン
ポ
ウ
ゲ
科
）
、
ク
ワ
ク
サ
、
カ
ナ
ム
グ
ラ
（
ク
ワ
科
）
、
カ
ラ
ム
シ
（
イ
ラ

ク
サ
科
）
、
ア
カ
ザ
（
ア
カ
ザ
科
）
、
ザ
ク
ロ
ソ
ウ
（
ザ
ク
・
ソ
ウ
科
）
、
ム

ラ
サ
キ
ケ
ン
マ
（
ケ
シ
科
）
、
ナ
ズ
ナ
、
マ
メ
グ
と
ハ
イ
ナ
ズ
ナ
、
イ
ヌ
ガ
ラ

シ
（
ア
ブ
ラ
ナ
科
）
、
キ
ソ
ミ
ズ
ヒ
キ
、
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
（
バ
ラ
科
）
、
ゲ
ン
ノ

嚢

一～諒

、
p
斑雛

草雑の田

麟
難

緊
、
聾

、
、
難

灘

蕪
．

敷

螺
『仔

草雑の畑

シ
ョ
ウ
コ
（
フ
ウ
ロ
ウ
ソ
ウ
科
）
、
カ
タ
、
、
ハ
ミ
（
カ
タ
バ
ミ
科
）
、
ス
ミ
レ
、

タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
ヒ
メ
ス
ミ
レ
（
ス
ミ
レ
科
）
、
ア
レ
チ
マ
ッ
ヨ
イ
グ
サ
、

マ
ッ
ヨ
イ
グ
サ
、
オ
オ
マ
ッ
ヨ
イ
グ
サ
（
ア
カ
バ
ナ
科
）
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、
ヒ

メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
、
メ
ハ
ジ
キ
、
カ
キ
ド
ウ
シ
（
シ
ソ
科
）
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ァ

サ
ガ
オ
、
セ
ン
ナ
リ
ホ
オ
ズ
キ
（
ナ
ス
科
）
、
チ
ド
メ
グ
サ
、
ヤ
ブ
ジ
ラ
ミ
（
セ

リ
科
）
、
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
（
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
）
、
オ

オ
、
、
ハ
コ
（
オ
オ
バ
コ
科
）
、
ヒ
ル
ガ
オ
（
ヒ
ル
ガ
オ
科
）
、
ヤ
エ
ム
グ
ラ
、
ハ

ナ
ム
グ
ラ
、
ア
カ
ネ
（
ア
カ
ネ
科
）
、
ッ
ユ
ク
サ
（
ッ
ユ
ク
サ
科
）
、
ノ
ビ
ル
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（
ユ
リ
科
）
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
（
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
）
。

　
．
田
畑
の
植
物

　
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
（
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
科
）
、
キ
ッ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
、
タ
ガ
ラ
シ
（
キ
ン

ポ
ウ
ゲ
科
）
、
ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
、
コ
ブ
ナ
グ
サ
（
イ
ネ
科
）
、
コ
ゴ
メ
カ

ヤ
ツ
リ
、
マ
ツ
バ
イ
、
テ
ン
ツ
キ
、
ヒ
デ
リ
コ
、
ア
ゼ
テ
ン
ツ
キ
（
カ
ヤ
ツ
リ

グ
サ
科
）
、
カ
ラ
ス
ビ
シ
ャ
ク
（
サ
ト
イ
モ
科
）
、
ハ
コ
ベ
、
コ
ハ
コ
ベ
、
ノ

、
、
、
ノ
フ
ス
マ
（
ナ
デ
シ
コ
科
）
、
ナ
ズ
ナ
、
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
、
イ
ヌ
ガ
ラ
シ
、

グ
ン
バ
イ
ナ
ズ
ナ
（
ア
ブ
ラ
ナ
科
）
、
セ
リ
（
セ
リ
科
）
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
（
シ

ソ
科
）
、
オ
オ
バ
コ
（
オ
オ

バ
コ
科
）
、
オ
オ
ジ
シ
バ
リ

（
キ
ク
科
）
、
イ
ヌ
フ
グ
リ

（
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
）
、
ア

オ
ウ
キ
ク
サ
（
ウ
キ
ク
サ

科
）
、
イ
ボ
ク
サ
（
ツ
ユ
ク

サ
科
）
、
コ
ナ
ギ
（
ミ
ス
ア

オ
イ
科
）
、
ツ
ル
ボ
（
ユ
リ

科
）
。

　
・
水
辺
の
植
物

ガ
マ
（
ガ
マ
科
）
、
チ
ガ
ヤ
、

ジ
ュ
ズ
ダ
マ
（
イ
ネ
科
）
、

ウ
ナ
ギ
ツ
カ
ミ
、
ヤ
ナ
ギ
タ

デ
、
タ
ニ
ソ
バ
、
ア
キ
ノ
ウ

ナ
ギ
ツ
カ
ミ
、
　
ミ
ゾ
ソ
バ

（
タ
デ
科
）
、
タ
ガ
ラ
シ

ハコネシタ

（
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
）
、
ア
メ
リ
ヵ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
（
キ
ク
科
）
。

　
　
　
○
そ
の
他
の
植
物

　
本
町
の
全
域
に
わ
た
っ
て
、
シ
ダ
類
が
群
落
を
な
し
て
生
育
し
て
い
る
。
川

沿
い
の
湿
地
帯
や
、
日
陰
の
岩
肌
、
竹
林
の
下
草
、
曙
礫
岩
の
凝
結
度
の
高
い

岩
壁
な
ど
に
自
生
し
て
い
る
。
お
も
な
も
の
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
・
ウ
ラ
ジ
ロ

　
常
緑
性
の
シ
ダ
で
、
寺
沢
川
は
じ
め
各
河
川
の
支
流
の
沢
に
群
落
を
な
し
て

自
生
し
て
い
る
。

　
・
ハ
コ
ネ
シ
ダ

　
箱
根
山
に
多
く
あ
る
た
め
こ
の
名
が
あ
る
。
薬
に
し
た
と
も
い
わ
れ
、
茎
が

暗
紫
色
で
、
葉
が
ク
ジ
ャ
ク
の
模
様
に
似
て
い
て
美
し
い
シ
ダ
で
あ
る
。

　
・
イ
ワ
ヒ
バ

　
通
称
、
イ
ワ
マ
ツ
と
も
い
っ
て
い
る
。
本
町
の
曙
礫
岩
の
岩
壁
に
自
生
し
て

　
　
　
　
　
じ
よ
う
や
ま

い
る
。
久
成
の
城
山
、
石
畑
の
沢
、
川
平
の
奥
山
な
ど
に
多
く
み
ら
れ
る
。
鑑

ウラジロ
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イワヒバ（矢細工）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
ぶ
き

賞
用
と
し
て
庭
園
に
植
え
ら
れ
た
り
、
藁
葺
屋
根
の
棟
に
植
え
ら
れ
て
い
る
。

葉
が
乾
燥
す
れ
ば
巻
き
縮
み
、
湿
気
が
あ
れ
ば
展
開
す
る
性
質
を
も
っ
て
い
る
。

　
・
コ
　
シ
ダ

　
常
緑
性
の
シ
ダ
、
こ
の
コ
シ
ダ
は
山
地
の
日
当
た
り
の
よ
い
乾
燥
し
た
と
こ

ろ
に
群
落
を
な
し
て
自
生
す
る
。
本
町
で
は
、
富
士
川
沿
い
の
岩
壁
や
、
日
下

が
り
な
ど
に
自
生
し
て
い
る
の
が
み
ら
れ
る
。

　
そ
の
他
、
コ
モ
チ
シ
ダ
（
シ
シ
ガ
シ
ラ
科
）
、
マ
メ
ヅ
タ
、
ワ
ラ
ビ
、
ノ
キ

シ
ノ
ブ
、
サ
ジ
ラ
ン
、
ヘ
ラ
シ
ダ
（
ウ
ラ
ボ
シ
科
）
、
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
、
タ
チ

シ
ノ
ブ
（
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
科
）
、
カ
ニ
ク
サ
〔
ッ
ル
シ
ノ
ブ
〕
　
（
カ
ニ
ク
サ
科
）

　
な
ど
で
あ
る
。
菌
類
（
キ
ノ
コ
）
は
略
す
。

三
富
士
見
山
の
植
物

　
富
士
見
山
は
、
現
在
頂
上
ま
で

樹
木
が
き
ら
れ
、
植
林
さ
れ
て
昔

日
の
姿
は
失
わ
れ
た
が
、
昔
は
一

六
四
〇
樹
の
頂
上
に
は
、
ツ
ガ
の

大
木
が
自
生
し
、
カ
バ
ノ
キ
科
の

シ
ラ
カ
ン
バ
、
ダ
テ
カ
ン
バ
な
ど

が
御
殿
山
へ
嶺
続
き
に
生
育
し
、

よ
う
じ

揚
子
に
つ
く
る
ク
ロ
モ
ジ
が
自
生

し
、
巨
木
に
は
サ
ル
オ
ガ
セ
の
白

い
糸
が
た
れ
、
自
然
の
美
し
さ
を

誇
り
登
山
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
て
い
た
。

　
平
須
登
山
口
か
ら
登
っ
て
い
く

と
、
海
抜
八
O
O
l
九
〇
〇
層
付

近
に
広
が
る
萱
の
群
生
が
あ
る
。

　
　
　
　
か
や
ま

こ
れ
は
、
萱
山
と
い
っ
て
、
荻
嶺

の
一
の
平
付
近
、
堂
平
嶺
、
福
原

嶺
に
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
一
部

は
植
林
さ
れ
て
美
し
い
樹
木
林
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

一
部
は
萱
焼
き
（
昔
は
春
、
入
会

権
を
も
つ
部
落
の
人
た
ち
が
新
し

い
萱
を
つ
く
る
た
め
に
総
出
で
山

焼
き
を
し
た
）
を
し
な
い
の
で
雑

富士見山の山相
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木
が
は
び
こ
り
美
し
い
萱

原
の
姿
が
失
な
わ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ア
セ
ビ
の
群
落

（
堂
平
嶺
”
二
の
平
付

近
）
や
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の

群
落
、
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
の

群
落
な
ど
も
あ
る
。
フ
ク

ジ
ュ
ソ
ウ
（
キ
ッ
ネ
ノ
ボ

タ
ン
科
）
は
早
川
町
の
赤

沢
部
落
に
も
あ
る
が
、
中

部
地
方
以
南
で
は
珍
し
く

山
梨
県
で
は
南
限
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
ほ
か
お
も
な
も
の
を
あ

げ
る
と
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
、

シ
ラ
カ
ン
バ
、
ミ
ヤ
マ
ハ

科
）
、
ミ
ネ
カ
エ
デ

ビ
ソ
、
カ
ラ
マ
ツ
（
マ
ッ
科
）
、

バ
ナ
、
　
マ
ユ
ミ

（
ッ
ツ
ジ
科
）
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ

ボ
ウ
シ
、
コ
オ
ニ
ユ
リ
、

ン
レ
イ
ソ
ウ
（
ユ
リ
科
）
、
、

ミ
ヤ
マ
オ
ダ
マ
キ

フクジュソウ（富士見山）

　
　
　
ン
ノ
キ
（
カ
バ
ノ
キ
科
）
、
ク
ロ
モ
ジ
（
ク
ス
ノ
キ

　
　
（
カ
エ
デ
科
）
、
ツ
ガ
、
コ
メ
ッ
ガ
、
モ
ミ
、
オ
オ
シ
ラ

　
　
　
　
　
ト
チ
ノ
キ
（
ト
チ
ノ
キ
科
）
、
ム
ラ
サ
キ
ツ
リ

（
ニ
シ
キ
ギ
科
）
、
ア
セ
ビ
、
ネ
ジ
キ
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ

　
　
　
　
　
、
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
（
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
）
、
イ
ワ
キ

　
　
　
ユ
キ
ザ
サ
、
ツ
バ
メ
オ
モ
ト
、
キ
ヌ
ガ
サ
ソ
ウ
、
　
エ

　
　
　
　
ノ
リ
ブ
キ
（
ウ
コ
ギ
科
）
、
バ
イ
ヵ
オ
ウ
レ
ン
、

　
（
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
）
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ
（
イ
ワ
ウ
メ
科
）
、
ミ

ヤ
マ
シ
ャ
ジ
ソ
（
キ
キ
ョ
ウ
科
）
、
ヤ
マ
ハ
ハ
コ
、
カ
ニ
コ
ウ
モ
リ
、
ヤ
マ
ハ
ズ

ソ
ウ
、
ヒ
ゴ
タ
イ
、
キ
オ
ン
（
キ
ク
科
）
、
キ
ン
ス
ゲ
（
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
）
、

サ
ル
オ
ガ
セ
（
サ
ル
オ
ガ
セ
科
）
、
ジ
ャ
コ
ウ
ソ
ウ
（
ク
チ
ビ
ル
バ
ナ
科
）
、

チ
マ
キ
ザ
サ
〔
ク
マ
ザ
サ
〕
　
（
イ
ネ
科
）
、
ミ
ヤ
マ
ウ
ヅ
ラ
（
ラ
ン
科
）
。

名
木
は
第
九
編
に
記
す
。

第
二
節
中
富
町
の
動
物

　
中
富
町
は
全
面
積
の
六
〇
％
が
林
野
で
占
め
ら
れ
、
幾
筋
か
の
河
や
沢
、
そ

の
間
に
あ
る
丘
陵
地
や
富
士
川
は
動
物
の
生
息
に
は
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。

　
昭
和
三
〇
年
ご
ろ
ま
で
は
、
本
町
の
ど
こ
で
も
キ
ジ
の
鳴
き
声
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
り
、
山
を
歩
け
ば
足
も
と
か
ら
飛
び
た
つ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
で

は
そ
の
よ
う
な
光
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
ぎ
て
い
る
。
ま
た
、
明

治
か
ら
大
正
の
は
じ
め
の
よ
う
に
、
寺
沢
川
の
上
流
（
久
成
地
区
）
、
夜
子
沢

川
、
曙
川
の
上
流
で
ヤ
マ
メ
の
姿
を
見
た
り
、
つ
い
最
近
ま
で
あ
っ
た
富
士
川

で
の
ア
ユ
の
友
釣
り
風
景
も
今
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
富
士
川
の
ア
ユ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
じ
　
り

つ
い
て
は
、
甲
斐
国
志
に
「
年
魚
、
桂
川
、
富
士
川
ニ
テ
捕
ル
者
多
シ
毛
智
利

ト
云
物
ヲ
竹
ニ
テ
造
リ
、
藤
索
二
釣
リ
川
中
二
浸
シ
魚
下
二
侯
ッ
テ
之
ヲ
捕
ル

一
挙
シ
テ
数
千
百
頭
ヲ
獲
ベ
シ
、
早
川
ノ
鮎
ハ
鼻
曲
リ
ト
名
ク
、
急
流
ヲ
遡
ル

ユ
エ
ナ
リ
ト
云
ウ
、
其
ノ
余
ノ
川
ニ
ハ
多
カ
ラ
ズ
、
塩
蔵
ス
ル
ヲ
黒
漬
ト
云
、

嘘
乾
シ
縄
二
爽
シ
タ
ル
モ
佳
ナ
リ
、
松
平
甲
斐
守
ノ
時
八
月
ノ
献
上
塩
鮎
ナ
リ

云
々
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
西
島
の
カ
モ
の
話
や
富
士
川
の
水
鳥
の
姿
も
す
く
な
く
な
っ
た
。
ツ
バ
メ
の
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数
や
、
夏
の
夜
に
飛
び
か
う
ホ
タ
ル
の
光
り
も
昔
話
と
し
て
し
か
中
富
町
に
の

こ
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
自
然
が
人
間
の
力
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ
る
、
公

害
か
も
知
れ
な
い
が
本
町
の
動
物
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
い
。

一
　
哺

乳

類

　
哺
乳
類
の
な
か
で
富
士
見
山
の
猿
は
、
本
町
の
特
筆
す
べ
き
動
物
と
し
て
あ

げ
ら
れ
る
。
現
在
、
数
十
匹
の
猿
が
群
を
な
し
て
棲
息
し
て
い
て
、
時
々
、
平

須
・
堂
平
・
矢
細
工
部
落
に
出
没
し
て
田
畑
や
、
柿
、
栗
な
ど
を
荒
ら
す
こ
と

が
あ
る
。
平
須
の
糸
瀬
の
滝
付
近
で
餌
付
け
を
こ
こ
ろ
み
た
が
失
敗
に
お
わ
り

現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

昭和24年富士見山で生け捕られた猿

　
猿
は
、
哺

乳
類
・
霊
長

目
に
属
す
る

動
物
の
総
称

で
、
か
ら
だ

つ
き
や
動
作

が
人
間
に
似

て
お
り
、
知

能
の
高
い
も

の
が
多
い
。

ア
フ
リ
カ
・

マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
・
ア
ジ
ア

・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
温
帯
地
域
に
分
布
し
、
多
く
の
種
類
が
あ
る
。

　
形
態
は
、
手
足
の
第
一
指
（
お
や
指
）
は
他
の
四
本
と
む
か
い
あ
っ
て
、
物

を
器
用
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。
手
足
の
裏
に
は
裸
出
し
て
い
る
指
紋
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぎ

り
、
つ
め
は
他
の
獣
の
よ
う
に
鉤
づ
め
で
は
な
く
、
平
づ
め
の
こ
と
が
多
い
。

顔
も
ほ
ぼ
裸
出
し
、
目
は
前
方
に
向
い
て
い
る
。
鎖
骨
が
発
達
し
、
四
肢
を
前

後
左
右
に
自
由
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
大
脳
は
よ
く
発
達
し
、
色
覚
、
聴

覚
も
発
達
し
て
い
る
、
こ
の
た
め
嗅
覚
の
発
達
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
。

　
種
類
は
、
ω
　
原
猿
類
、
も
っ
と
も
原
始
的
な
サ
ル
類
（
キ
ッ
ネ
ザ
ル
・
ア

イ
ァ
イ
・
ド
ウ
ケ
ザ
ル
・
メ
ガ
ネ
ザ
ル
）
で
あ
る
。

　
②
　
広
鼻
猿
類
　
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
分
布
、
顔
が
裸
出
し
て
い
て
尾
が
長

い
。
左
右
の
鼻
孔
が
広
く
離
れ
て
い
て
昼
間
行
動
す
る
（
ヨ
ザ
ル
・
ホ
エ
ザ
ル

・
オ
マ
キ
ザ
ル
・
ク
モ
ザ
ル
・
キ
ヌ
ザ
ル
）
。

　
⑥
　
狭
鼻
猿
類
　
広
鼻
猿
類
よ
り
進
ん
だ
猿
で
、
L
り
だ
こ
が
あ
り
、
し
り

と
顔
が
赤
・
青
な
ど
あ
ざ
や
か
な
色
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
鼻
孔
は
左
右

が
接
近
し
下
を
む
い
て
い
る
。
単
に
サ
ル
と
い
う
場
合
は
こ
の
狭
鼻
猿
類
を
さ

す
場
合
が
多
い
。
富
士
見
山
に
棲
息
す
る
猿
は
こ
の
種
に
属
し
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル

で
あ
る
。
こ
の
仲
間
に
は
、
ア
カ
ゲ
ザ
ル
・
タ
イ
ワ
ン
ザ
ル
・
カ
ニ
ク
イ
ザ

ル
・
シ
シ
オ
ザ
ル
・
ブ
タ
オ
ザ
ル
・
マ
ン
ト
ヒ
ヒ
・
マ
ン
ド
リ
ル
・
テ
ン
グ
ザ

ル
な
ど
が
あ
る
。

　
↑
O
　
類
人
猿
類
　
サ
ル
類
で
は
も
っ
と
も
進
化
し
た
仲
間
で
、
尾
も
ほ
お
袋

も
な
い
。
　
（
テ
ナ
ガ
ザ
ル
・
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
・
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
・
ゴ
リ
ラ
）

　
生
態
は
、
ニ
ホ
ソ
ザ
ル
に
つ
い
て
み
る
と
、
群
を
つ
く
っ
て
生
活
す
る
。
群

は
、
数
匹
の
雄
と
雌
と
が
中
央
に
集
ま
り
、
若
い
雄
が
そ
れ
を
か
こ
み
、
最
強

の
雄
が
ボ
ス
と
な
っ
て
群
を
ひ
き
い
る
。
若
い
雄
は
中
央
の
集
団
に
は
い
る
こ

90



物第三章生

と
は
許
さ
れ
ず
、
見
張
り
や
、
外
敵
と
の
戦
い
を
す
る
。
富
士
見
山
の
猿
は
二

つ
ぐ
ら
い
の
群
を
な
し
て
棲
息
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
サ
ル
類
は
、
一
産
一
子
で
生
ま
れ
た
子
は
胸
に
抱
い
て
運
び
歩
く
が
、
こ
れ

は
他
の
哺
乳
類
と
ち
が
っ
た
生
態
で
子
は
長
い
間
母
親
に
育
て
ら
れ
る
。
ま
た

昼
行
性
で
、
樹
上
生
活
、
地
上
生
活
の
両
方
を
し
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
、

サ
ル
の
行
動
に
も
の
ま
ね
や
、
ノ
ミ
と
り
が
あ
る
が
、
も
の
ま
ね
を
す
る
の
は

ニ
ホ
γ
ザ
ル
の
仲
間
狭
鼻
猿
類
に
多
く
、
こ
れ
は
一
種
の
学
習
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
ノ
ミ
と
り
は
愛
情
の
表
現
で
、
相
手
の
毛
を
わ
け
て
皮
膚
を
掃
除

し
て
い
る
も
の
で
、
ふ
つ
う
サ
ル
に
は
ノ
ミ
は
つ
か
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
ひ

　
人
間
と
の
関
係
で
は
、
小
児
麻
痺
の
ワ
ク
チ
ン
製
造
に
ア
カ
ゲ
ザ
ル
が
か
わ

れ
て
い
る
。
サ
ル
類
は
、
他
の
動
物
に
く
ら
べ
人
間
の
病
気
に
多
く
か
か
る
の

で
病
気
の
研
究
に
つ
か
わ
れ
る
。
ま
た
、
類
人
猿
は
、
人
類
の
心
理
そ
の
他
の

研
究
に
た
い
せ
つ
な
も
の
で
あ
る
。

　
サ
ル
と
民
俗
に
つ
い
て
は
、
野
生
動
物
の
な
か
で
は
人
間
と
も
っ
と
も
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
の
う
ひ
え

が
深
く
、
サ
ル
を
神
聖
視
す
る
風
習
は
世
界
的
で
あ
る
。
山
王
日
吉
や
安
芸
の

宮
島
の
よ
う
に
サ
ル
を
神
の
使
い
と
し
て
祭
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
各
地
に
あ

る
。
一
般
に
は
、
山
の
神
の
使
い
と
考
え
ら
れ
、
狩
人
は
山
の
お
や
じ
、
山
の

　
　
　
　
　
い
み
こ
と
ば

人
な
ど
と
い
う
忌
詞
で
こ
れ
を
よ
ん
で
い
る
。
ま
た
、
サ
ル
は
邪
視
（
悪
魔

に
に
ら
ま
れ
る
こ
と
）
を
避
け
る
こ
と
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
、
と
く
に
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん

馬
屋
に
祭
る
例
が
多
い
。
猿
の
音
は
「
去
る
」
に
通
ず
る
と
し
て
縁
起
を
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
る

い
で
い
る
こ
と
も
あ
る
。
十
二
支
の
申
は
本
来
は
サ
ル
で
は
な
い
が
一
般
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
ん

サ
ル
と
考
え
ら
れ
、
庚
申
信
仰
で
は
、
見
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
・
い
わ
ざ
る
の
姿

を
し
た
三
猿
の
像
を
祭
っ
て
い
る
。
三
猿
に
は
妊
娠
・
安
産
・
子
育
て
の
祈
願

を
す
る
が
、
サ
ル
を
お
産
の
神
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
サ
ル
を
主
人
公
と
し
た

ビササム

「
さ
る
か
に
合

戦
」
の
よ
う
な
昔

話
な
ど
も
多
く
あ

る
．
、
利
用
面
で

は
、
皮
は
毛
皮
と

し
て
用
い
ら
れ
、

武
士
の
弓
矢
の

う
つ
ぼ

靱
に
こ
れ
を
使
用

し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
イ

ノ
シ
シ
が
富
士
見

山
に
出
没
す
る
こ

と
が
あ
る
。
リ
ス
、

ノ
ウ
サ
ギ
、
ア
ナ

グ
マ
、
キ
ッ
ネ
、

ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
、

カ
ワ
ネ
ズ
ミ
、
コ
ゥ
モ
リ
、
ム
サ
サ
ビ
、
モ
モ
ン
ガ
、
モ
グ
ラ
な
ど
で
あ
る
。

二
　
鳥

類

　
近
年
、
鳥
類
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
キ
ジ
、
ヤ
マ
ド
リ
を
は
じ
め
野

鳥
の
姿
が
め
っ
き
り
へ
っ
て
き
て
い
る
。
本
町
に
棲
息
す
る
お
も
な
も
の
を
あ

げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
ω
夏
鳥
冬
季
暖
帯
あ
る
い
は
熱
帯
地
で
す
ご
し
、
春
よ
り
夏
に
か
け
て
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シキ

繁
殖
の
た
め
温
帯
を
訪
れ
る
も
の
で
、
本
町
に
は
ツ
バ
メ
を
始
め
と
し
、
ホ
ト

ト
ギ
ス
、
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
、
カ
ッ
コ
ー
、
ミ
ズ
コ
イ
ド
リ
、
ヨ
タ
カ
な
ど
も

棲
息
し
て
い
る
。

　
②
　
冬
鳥
　
北
方
寒
冷
地
よ
り
秋
季
渡
来
し
、
冬
季
温
帯
で
す
ご
す
。
カ
モ

が
時
々
富
士
川
に
来
る
こ
と
が
あ
る
。
昔
は
、
西
島
の
堤
防
付
近
が
湿
地
帯
で

カ
ヤ
が
繁
茂
し
た
と
き
、
カ
モ
の
生
棲
地
と
し
て
た
く
さ
ん
飛
来
し
て
ぎ
た
。

　
ウ
ズ
ラ
も
群
を
な
し
て
棲
息
し
て
い
た
が
近
年
そ
の
姿
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
ツ
グ
ミ
、
ク
イ
ナ
な
ど
で
あ
る
。

シムマ

モリアオガエル（梨子　普明寺境内）

③
　
漂
鳥
　
季
節
に
よ
っ
て
わ
ず
か
な
距
離
を
移
動
す
る
鳥
で
、
人
家
付
近

と
山
地
と
の
間
を
移
動
す
る
ウ
グ
イ
ス
、
カ
ケ
ス
、
コ
ノ
ハ
ズ
ク
、
シ
ジ
ュ
ウ

カ
ラ
、
ヒ
バ
リ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
フ
ク
ロ
ウ
、
ミ
ソ
サ
ザ
イ
、
モ
ズ
、
ト
ビ
、
ヤ

マ
ガ
ラ
、
ル
リ
ビ
タ
キ
、
ク
マ
タ
ヵ
な
ど
で
あ
る
。

　
ω
　
留
鳥
　
一
年
中
同
じ
地
域
に
棲
息
す
る
も
の
で
、
キ
ジ
、
ヤ
マ
ド
リ
、

コ
ジ
ュ
ケ
イ
カ
ソ
ト
ウ
オ
ナ
ガ
ド
リ
、
カ
ラ
ス
、
セ
キ
レ
イ
、
ホ
ウ
ジ
ロ
、
ス

ズ
メ
、
ヤ
マ
バ
ト
、
メ
ジ
ロ
、
カ
ワ
セ
ミ
な
ど
で
あ
る
。

　
鳥
類
の
増
殖
、
保
護
の
た
め
、
禁
猟
区
、
休
猟
区
を
も
う
け
て
そ
の
対
策
に
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あ
た
っ
て
い
る
。
野
鳥
の
繁
殖
は
益
・
害
は
あ
る
が
、
人
類
の
生
存
と
深
い
関

係
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
一
層
、
野
鳥
の
増
殖
、
保
護
に
つ
と
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

三
　
爬

虫

類

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
は
水
中
に
お
ち
て
成
長
す
る
珍
し
い
カ
エ
ル
で
、
吸
盤
が
大

き
く
吸
い
つ
く
力
も
非
常
に
強
く
も
っ
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
ア
マ
ガ
エ
ル
、
ア
オ
ガ
エ
ル
、
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
、
ア
カ
ガ
エ
ル
、

ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
、
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
な
ど
で
あ
る
。
珍
し
い
も
の
と
し
て
、
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
矢
細
工
の
曙
川
上
流
に
棲
む
。
　
（
文
化
財
の
項
参
照
）

物第三章生

　
爬
虫
類
は
、
春
か
ら
晩
秋
ま
で
草
む
ら
や
、
人
家
の
周
囲
な
ど
に
棲
息
し
、

冬
季
の
間
、
土
中
、
岩
石
の
ぎ
裂
、
石
垣
な
ど
で
越
冬
す
る
。
甲
斐
国
志
に
、

「
マ
ム
シ
、
河
内
領
及
九
一
色
郷
山
中
二
多
シ
、
雨
畑
山
ニ
ハ
稀
二
鳥
蛇
、
白

蛇
ヲ
捕
フ
ル
者
ア
リ
ト
云
フ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ム
シ
は
卵
胎
生

で
、
生
捕
り
に
し
て
焼
酎
漬
で
保
存
し
、
薬
（
切
傷
、
熱
さ
ま
し
な
ど
）
と
し

て
利
用
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
、
ジ
モ
グ
リ
、
シ
マ
ヘ
ビ
、
ヤ

マ
カ
ガ
シ
、
ト
カ
ゲ
な
ど
で
あ
る
。

四
　
両

生

類

　
昭
和
四
五
年
七
月
、
西
島
の
野
田
宣
安
と
本
町
役
場
勤
務
、
矢
細
工
の
佐
野

三
郎
に
よ
っ
て
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
が
梨
子
部
落
の
普
明
寺
境
内
で
発
見
さ
れ

た
。
今
ま
で
、
本
町
に
は
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
棲
息
地
は
な
い
だ
ろ
う
と
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
の
発
見
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
は
、
身
延

町
、
南
部
町
に
は
数
多
く
繁
殖
し
て
い
る
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
は
他
の
カ
エ
ル

に
比
べ
て
特
異
な
産
卵
習
性
を
も
つ
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
体
色
は
緑
色
、
暗

緑
色
で
、
ま
ば
ら
に
赤
か
っ
色
の
は
ん
紋
が
あ
る
。
体
長
は
、
雄
七
ノ
材
、
雌

九
ノ
耕
で
、
四
月
か
ら
六
月
に
大
き
な
泡
状
の
卵
を
樹
土
に
産
む
。
ふ
化
し
た

五
　
魚

　
中
富
町
の
小
河
川
に
は

台
風
七
号
（
昭
和
三
四
年

八
月
一
二
－
一
四
日
）
以

前
ま
で
は
、
ウ
ナ
ギ
、
ハ

ヤ
、
カ
ジ
カ
な
ど
も
た
く

さ
ん
棲
息
し
て
い
た
が
台

風
以
後
絶
滅
の
状
態
に
な

り
、
河
川
改
修
や
、
農
薬

な
ど
の
使
用
に
よ
っ
て
現

在
、
ウ
ナ
ギ
の
姿
を
み
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
富
士
川
も
昭

和
一
七
年
五
月
に
、
波
木

井
・
塩
之
沢
間
に
日
本
軽

金
属
の
え
ん
堤
が
構
築
さ

れ
た
た
め
天
然
ア
ユ
な
ど

類

イコ富士川の
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は
激
減
し
て
い
る
。
甲
斐
国
志
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
数
千
百
頭
を
一
挙

に
捕
る
と
い
う
昔
日
の
姿
を
想
像
す
る
だ
け
で
も
楽
し
い
富
士
川
の
ア
ユ
で
あ

る
。
近
年
は
上
流
で
放
流
し
た
ア
ユ
が
初
秋
に
川
を
下
る
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ

っ
て
淋
し
い
ア
ユ
の
話
で
あ
る
。
コ
イ
は
、
毎
年
放
流
す
る
の
で
本
町
は
コ
イ

の
釣
場
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
そ
の
他
、
ウ
グ
イ
、
フ
ナ
、
ナ
マ
ズ
、
ス
ナ
モ

グ
リ
、
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
、
カ
ジ
カ
、
オ
イ
ヵ
ワ
、
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
が
い
る
。

　
○
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
（
山
椒
魚
）

　
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
両
生
類
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
科
に
属
す
る
小
型
の
種
類

の
総
称
で
あ
る
が
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
含
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ

る
。　
山
間
地
（
本
町
で
は
曙
川
の
上
流
）
の
渓
流
に
棲
息
し
、
世
界
で
一
四
種
が

知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
ヒ
ダ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
な
ど
二
二
種
ま
で
が
日

本
特
産
で
あ
る
。
体
長
は
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
一
層
を
越
す
ほ
か
は
、
す

べ
て
七
－
一
五
ノ
ぐ
ら
い
の
小
型
で
あ
る
。
未
成
熟
の
時
は
水
中
の
酸
素
を
と

　
　
　
が
い
さ
い

る
た
め
の
外
鯛
（
え
ら
）
が
あ
り
、
成
長
す
る
と
肺
に
よ
り
空
気
呼
吸
を
す
る

の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
よ
う
に
肺
が
な
く
皮
膚
呼

吸
す
る
も
の
が
あ
る
。
産
卵
期
は
種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
冬
ー
夏
に
バ
ナ

ナ
状
の
卵
房
に
数
個
は
い
っ
た
径
約
五
、
、
ジ
の
卵
を
石
下
な
ど
に
う
む
。
本
町
の

も
の
は
、
ハ
コ
ネ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
仲
間
で
あ
る
。

六
　
昆

虫

類

昆
虫
類
は
非
常
に
種
類
が
多
い
が
本
町
で
特
筆
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
平
須

長
遠
寺
の
「
蟻
の
塔
」
で
あ
ろ
う
。
発
見
し
た
の
は
昭
和
二
五
年
ご
ろ
で
あ

蟻の塔（平須　長遠寺）

サンショウウオ

る
が
、
日
朝
堂
の

シ
ミ
壇
の
下
に
蟻

の
巣
が
塔
状
に
な

っ
て
い
く
つ
も
な

ら
ん
で
い
る
。
蟻

は
、
世
界
中
に
分

布
し
、
種
類
も
多

い
、
ハ
チ
に
近
縁

な
種
類
で
形
態
も

類
似
し
、
と
も
に

顕
著
な
社
会
集
団

を
つ
く
る
の
で
社

会
昆
虫
と
よ
ば
れ
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る
。
こ
の
蟻
の
塔
は
い
く

つ
か
の
集
団
が
一
か
所
に

集
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。

次
に
昆
虫
の
お
も
な
も
の

を
あ
げ
て
み
る
。

　
　
　
ω
　
ハ
チ
の
類

　
キ
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
、
ホ

ソ
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
、
ク
ロ

ス
ズ
メ
バ
チ
、
ス
ズ
メ
バ

チ
（
ス
ズ
メ
バ
チ
科
）
、

ミ
ツ
バ
チ
、
ク
マ
バ
チ
、

ハ
ナ
バ
チ
（
ミ
ツ
バ
チ

科
）
、
ク
ロ
ァ
ナ
バ
チ
、

ジ
ガ
ネ
バ
チ
（
シ
ガ
バ
チ

科
）
な
ど
で
あ
る
。

　
　
　
②
蝉
の
類

　
蝉
の
種
類
は
あ
ま
り
多

く
な
く
、
夏
の
夕
暮
れ

に
、
　
カ
ナ
、
カ
ナ
　
ま

た
は
ヒ
グ
、
ヒ
グ
と

な
く
ヒ
グ
ラ
シ
を
は
じ
め

黒
い
大
型
の
ク
マ
ゼ
、
ミ
、

蝉
の
な
か
で
は
一
ば
ん
多

、
、
、セウヨゲ　ハ　チア

く
み
か
け
る
　
ニ
イ
ー
、
ニ
イ
ー
　
と
鳴
く
、
ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ
や
、
　
ツ
ク
ツ

ク
ホ
ー
シ
　
と
鳴
く
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
他
、
ア
ブ
ラ
ゼ

ミ
、
ハ
ル
ゼ
ミ
、
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
、
エ
ゾ
ゼ
ミ
な
ど
が
棲
息
し
て
い
る
Q

　
　
㈹
蝶
　
の
　
類

　
蝶
類
は
種
類
が
多
く
、
七
科
九
五
種
も
が
本
町
に
は
繁
殖
し
て
い
る
。
お
も

な
も
の
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
・
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
科
　
ク
・
ア
ゲ
ハ
、
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
、
カ
ラ
ス
ア

ゲ
ハ
、
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
、
キ
ア
ゲ
ハ
、
モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
。

　
・
タ
テ
ア
チ
ョ
ウ
科
　
コ
ム
ラ
サ
キ
、
ス
ミ
ナ
ガ
シ
、
ル
リ
タ
テ
ハ
、
ゴ
マ

ダ
ラ
チ
ョ
ウ
、
キ
タ
テ
ハ
、
ミ
ス
ジ
チ
ョ
ウ
、
コ
ミ
ス
ジ
、
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ

ウ
、
ク
モ
ガ
タ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
な
ど
。

　
・
ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ
科
　
ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ
、
ヒ
メ
ジ
ャ
ノ
メ
、
コ
ジ
ノ

メ
、
キ
マ
ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
な
ど
。

　
・
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
科
　
ア
カ
シ
ジ
ミ
、
ウ
ラ
ナ
ミ
ア
カ
シ
ジ
ミ
、
ミ
ド
リ
シ

ジ
ミ
、
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ
、
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
、
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
、
ム
ラ
サ
キ
シ
ジ
ミ

な
ど
。

　
・
シ
・
チ
ョ
ウ
科
　
ヤ
マ
キ
チ
ョ
ウ
、
モ
ン
シ
・
チ
ョ
ウ
、
ス
ジ
グ
・
チ
ョ

ウ
、
ツ
マ
キ
チ
ョ
ウ
、
ツ
マ
グ
ロ
キ
チ
ョ
ゥ
、
モ
ン
キ
チ
ョ
ゥ
な
ど
。

　
・
ヤ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ゥ
科
　
ア
ザ
ギ
マ
ダ
ラ
。

　
・
セ
セ
リ
チ
ョ
ウ
科
　
ミ
ャ
マ
セ
セ
リ
、
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
セ
セ
リ
、
ヒ
メ
キ
マ

ダ
ラ
セ
セ
リ
、
ク
ロ
セ
セ
リ
、
ホ
ソ
バ
セ
セ
リ
、
ア
カ
セ
セ
リ
な
ど
。

　
　
　
＠
ト
ン
ボ
の
類

　
ヤ
ン
マ
の
仲
間
で
は
、
オ
ニ
ヤ
ン
マ
、
コ
シ
ボ
ソ
ヤ
ン
マ
、
コ
オ
ニ
ヤ
ン
マ

な
ど
で
、
ト
ン
ボ
の
仲
間
で
は
、
ア
キ
ア
カ
ネ
（
赤
ト
ン
ボ
）
、
シ
オ
カ
ラ
ト
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瀬，

マン

iii嚢i灘i

蹴
」
’
、

ヤ

　
　
　
⑥
　
バ
ッ
タ
、
コ
ウ
ロ
ギ
の
類

　
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
バ
ッ
タ
、
キ
チ
キ
チ
バ
ヅ
タ
、
カ
ワ
ラ
．

科
）
、
オ
ト
シ
ブ
ミ
、
ト
ロ
ハ
マ
キ
チ
ョ
ッ
キ
リ

で
、
ほ
と
ん
ど
害
虫
で
農
作
物
に
被
害
を
あ
た
え
て
い
る
。

ソ
ボ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ト
ン

ボ
、
ア
オ
ハ
ダ
ト
ン
ボ
、
ナ

ツ
ア
カ
ネ
な
ど
で
あ
る
。

　
　
　
㈲
カ
ブ
ト
虫
の
類

　
カ
ブ
ト
ム
シ
、
ヵ
ナ
ブ
ン

ァ
オ
カ
ナ
ブ
ン
、
ク
ロ
ヵ
ナ

ブ
ン
、
シ
ロ
テ
ン
ハ
ナ
ム
グ

リ
、
　
コ
ガ
ネ
ム
シ
、
ヒ
メ
コ

ガ
ネ
（
コ
ガ
ネ
ム
シ
科
）
、

ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
、
ミ
ヤ

マ
ク
ワ
ガ
タ
、
ア
カ
ア
シ
ク

ワ
ガ
タ
（
ク
ワ
ガ
タ
科
）
、

　
　
コ
ク
ゾ
ウ
ム
シ
、
コ
フ

　
　
キ
ゾ
ウ
ム
シ
、
ヒ
メ
シ

シ
　

ロ
コ
ク
ゾ
ウ
ム
シ
（
ゾ

ム
　
　
　
　
　
　
　
、

ト
　
ウ
ム
シ
科
）
　
コ
マ
ダ

ブ
　

ラ
ヵ
マ
キ
リ
、
シ
ロ
ス

カ　
　
ジ
カ
マ
キ
リ
、
ヤ
マ
カ

　
　
マ
キ
リ
、
キ
ボ
シ
カ
ミ

　
　
キ
リ
（
カ
ミ
キ
リ
ム
シ

　
（
オ
ト
シ
ブ
ミ
科
）
な
ど

ハ
ッ
タ
、
イ
ナ
ゴ
、

ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
（
バ
ッ
タ
科
）
、
ス
ズ
ム
シ
、
マ
ッ
ム
シ
、
ク
サ
ヒ
バ
リ
、

ミ
ツ
カ
ド
コ
ウ
ロ
ギ
、
エ
ン
マ
コ
ウ
ロ
ギ
、
カ
ネ
タ
タ
キ
、
オ
カ
メ
コ
ウ
ロ
ギ

（
コ
ウ
ロ
ギ
科
）
、
キ
リ
ギ
リ
ス
、
ウ
マ
オ
イ
ム
シ
、
カ
マ
キ
リ
、
コ
カ
マ
キ

リ
、
ハ
ラ
ビ
ロ
カ
マ
キ
リ
（
カ
マ
キ
リ
科
）
、
ナ
ナ
フ
シ
（
ナ
ナ
フ
シ
科
）
、

ケ
ラ
（
ケ
ラ
科
）
、
チ
ャ
バ
ネ
ゴ
キ
ブ
リ
、
ク
ロ
バ
ネ
ゴ
キ
ブ
リ
（
ゴ
キ
ブ
リ

科
）
な
ど
で
あ
る
。
近
年
農
薬
使
用
に
よ
っ
て
少
な
く
な
っ
て
ぎ
て
い
る
。

　
　
　
ω
　
そ
　
の
　
他

　
O
ホ
タ
ル
　
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
、
オ
バ
ボ
タ
ル
で
あ
る
が
農

薬
使
用
や
、
河
川
改
修
な
ど
に
よ
っ
て
激
減
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
の
で
な
ん

と
か
ホ
タ
ル
の
繁
殖
が
で
き
る
よ
う
な
対
策
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
O
ア
リ
　
ム
ネ
ア
カ
オ
オ
ア
リ
、
ト
ビ
イ
ロ
ケ
ア
リ
、
ク
ロ
ヤ
マ
ア
リ
、
ク

ロ
オ
オ
ア
リ
。

　
○
そ
の
他
水
辺
に
す
む
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
タ
ガ
メ
、
ア
メ
ン
ボ
、
、
・
・
ズ
ス

マ
シ
、
ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
な
ど
や
、
夏
う
る
さ
く
発
生
す
る
、
カ
、
ア
ブ
、
カ
ゲ

ロ
ウ
な
ど
ガ
の
仲
間
や
、
ム
カ
デ
な
ど
で
、
く
わ
し
く
は
省
略
す
る
。

　
　
参
　
考
　
文
　
献

山
梨
県
南
巨
摩
郡
の
糸
魚
川
ー
静
岡
構
造
線

山
梨
県
地
質
誌

地
質
学
雑
誌
（
六
一
二
－
七
四
七
）

甲
斐
の
地
質
・
富
士
を
め
ぐ
る
地
質

山
梨
県
の
気
象
－
気
象
七
五
年
報

日
本
植
物
図
鑑

山
梨
県
の
植
物

　
　
　
　
　
　
岩
井
　
四
郎

山
梨
県
地
質
図
編
纂
委
員
会

　
　
　
　
　
日
本
地
質
学
会

　
　
　
　
　
　
小
林
　
福
造

　
日
本
気
象
協
会
甲
府
支
部

　
　
　
　
　
　
牧
野
富
太
郎

　
　
　
　
　
　
植
松
春
雄
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山
梨
県
南
部
植
物
考

富
士
川
流
域
の
植
物

世
界
原
色
百
科
事
典

原
色
鉱
石
図
鑑
（
シ
リ
ー
ズ
）

原
色
動
物
・
昆
虫
図
鑑

長
沢
幸
雄

植
松
春
雄

小
　
学
館

木
下
　
亀
城

保
　
育
社

物第三章生
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